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情報処理に関する調査 研究開発 教育など

昭 和53年 度 事 業 計 画概 要

当協会の昭和53年 度事業計画が このほど決まった。

昭和53年 度は,52年 度 にひきっづ き,調 査,研 究開発,情 報処理に関するコンサルテーショ

ン,情 報処理に関する教育,奨 励,普 及,啓 蒙などの事業を継続して実施するほ か,会 員例

会,研 究会,講 演会等を実施することになっている。

1.情 報処理に関する調査

(1)海 外における情報処理および情報処理産業の実態

調査

わが国の情報処理および情報処理産業の発展に資する

ため,各 国政府の情報処理および情報処理産業に関する

施策,ソ フトウェア産業,コ ンピュータ ・サービス産業

の動向,ハ ー ドウェア産業の動向,各 産業界におけるコ

ンピュータ利用状況等,海 外の情報処理および情報処理

産業の動向について,内 外の各種資料,文 献を収集 ・分

析し,こ れを体系的にとりまとめる。

また,文 献 ・資料では把握できない問題や特定テーマ

については海外に調査員を派遣 して詳細な調査を実施す

る。

(2)わ が国の情報処理に関する動向調査

わが国における情報処理の将来動向を把握するため,

コンピュータ・ユーザを対象に,コ ンピュータ利用の現

状 と将来計画,オ ンライン処理の動向ならびに技術進展

の著 しいハー ドウェア,ソ フトウェア技術の動向とその

影響および今後の方向等について調査を行う。また,わ

が国の情報化促進に必要となる基盤整備のための諸問題

について調査を行い,情 報処理産業振興施策の策定に資

する。

(3)情 報化の推進に関する調査研究

わが国における情報処理システムのオンライン化を促

進するため,各 種通信回線利用に関する技術,制 度等に

ついて調査研究を行 うほか,企 業におけるコンピュータ

・システムの安全性,信 頼性,効 率性等の監査を可能と

するためのシステム監査の具体的導入手続 き等について

の調査研究を行 う。

また,中 小企業における情報化を推進するため,中 小

企業の中か らモデル業種を選定し,当 該業界の効率的運

営をサポー トする情報ネッ トワーク・システムについて

の調査研究を行 う。

(4)産 業別情報拠点の育成に関する調査研究

流動的な経済環境に対応するため,関 係産業間の情報

流通体制の整備をはかることを狙いとし,必 要 とされる

情報,情 報の所在,流 通形態等について調査分析し,産

業情報ネットワークのあり方について研究するとともに

情報拠点の育成整備方法の策定に関するマスター ・プラ

ンを作成する。

(5)受 託調査研究

官公庁等か ら受託 し,情 報処理に関する調査研究を行

うもので,本 年度予定されている主な ものは次のとお り

である。

イ.デ ータ通信システムに関する調査研究

ロ.コ ンピュータ利用効率化に関する調査

ハ,国 際 コンピュータ・ネッ・トワークの動向調i査

2.情 報処理に関する研究開発

(1)分 散型リソース処理技術の研究開発

分散処理システムにおいて,異 機種間に分散して存在

する各種の リソースを効率的,か つ容易に使用するため

のユーザ ・サポー ト機能についての研究開発を進めてい

一1 .一
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るが,本 年度は昨年度に引続 き当協会がすでに開発した

コンピュータ ・ネットワークJIPNETを 利用し,リ

ソース全体を総合的にとらえるNCC(ネ ットワーク・

クリアリング ・センター)お よび異機種コンピュータに

共通なアクセス言語,デ ータ共有方式などの リソース統

合利用方式について技術的検討とモデルの構築を行う。

また,分 散処理システムにおける日本語情報処理につ

いて,処 理 コンピュータと端末 との機能分担について検

討し,マ イクロ・プロセッサを用いた低 コス トで操作性

す ぐれた日本語端末のモデルの検討を行な う。

(2)社 会福祉関連機関等における情報処理システムの

研究開発

国民の福祉に関連する各種公益機関が共同で利用可能

な情報処理システムを開発することとし,本 年度は,こ

れ ら公益機関の実情調査を行い,そ の中か ら情報化のニ

ーズの高い機関を選定し,適 用業務および情報処理方式

の検討,情 報ネットワークのあり方等の研究を行いシス

テムの全体像を設計する。

(3)マ イクロ・コンピュータの応用に関する調査およ

び研究開発

マイクロ・コンピュータの応用普及をはかるため,そ

の応用分野 と将来動向,技 術水準等応用普及のための諸

問題について調査研究するとともにマイクロ・コンピュ

ータを応用したシステムの開発を効率的に行 うための具

体的システムを研究開発する。

(4)受 託研究開発

官公庁等 より受託し,情 報処理に関する研究開発を行

うもので,本 年度予定 されている主なものは次のとお り

である。

イ.貿 易情報システムの開発

ロ.中 央省庁における共通 ソフ トウェアの開発

ハ.中 小企業向け標準システムの開発

二.商 標機械検索システムの開発

3.情 報処理に関するコンサルテーシ ョン

の実施

コン ピュータお よび開発 ソフ トウェアの利用促進に関

す るコンサル テーシ ョンな らびに関連す るシ ス テ ム 設

計,プ ログラ ミングお よびデー タ処理サー ビスを行 う。

' ・・-2

4.情 報処理に関する教育

(1)上 級情報処理技術者等の養成

コンピュータ ・システムを用いた情報処理に関する上

級情報処理技術者,情 報処理部門の管理者および情報処

理技術者を教育する者等を養成するため,学 界,産 業界

等の専門家を講師に迎え,講 義 ・実習等組織的な研修を

実施する。

(2)海 外における情報処理要員の教育等実態調査

前年度に実施した米国におけるCAI(Computer

AssistedInstruction)教 育の実態調査に引 きつづ き,欧

州のCAI等 情報処理技術者の教育 ・養成に関する実情

を調査する。

(3)発 展途上国の情報化に関する調査

発展途上国における情報化の動向を調査す る と と も

に,こ れ ら諸国の情報化推進の基礎となる人材養成の必

要性および可能性等について調査検討を行 う。

(4)情 報処理技法の調査研究

上級情報処理技術者等の養成のための研修内容を充実

し,社 会のニーズに対応したもの とするため,必 要な情

報処理技法について検討し,そ の結果をもとにコースの

新設,教 材の開発等を行 う。

(5)上 級情報処理技術者育成指針の作成

昭和51年度 より上級指針の作成作業を進めているが,

全5編 のうち,本 年度は 「情報処理システムの開発」お

よび 「総論」を作成し,指 針を完成する。

(6)コ ンピュータ啓蒙講座の開催

都内および地方都市の中学生を対象に 「コンピュータ

啓蒙講座」(6回),全 国各地(6都 市)の 高校生を対

象に 「コンピュータ講座」および教員,実 務家を対象に

「移動教室」を開催する。

5.情 報処理に関する奨励 ・普及 ・啓蒙

(1)研 究 奨 励

情報処理の高度化および適用分野の拡大に寄与する新

しい理論な らびに技術の研究開発を積極的に助成するた

め,優 秀な成果をあげた企業,学 校,個 人に対 し,研 究

奨励金を交付する。

(2)シ ンポジウム等の開催

,1室総 総 ξ蕊議 論 纏縫'認 誌工 芯. 工漏

◆
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経営者,管 理者を対象に情報処理シンポジウム(3回)

および官公庁の トップ・マネージメント層を対象に トッ

プセミナー(2回)を 開催するほか,マ イクロ・コンピ

ュータの利用,普 及等に関する会員制による研究会等を

開催する。

(5)情 報処理技術者試験制度に関する調査および広報

通商産業省の実施する 「情報処理技術者試験」の円滑

な推進,な らびに充実をはかるため,調 査,広 報等各種

活動を通 じて政府に協力する。

(4)国 際 交 流

海外情報関係機関 との情報交換を行 うとともに情報処

理に関し,時 宜に適したテーマについての視察団,研 修

● 団を欧米に派遣す・・

また,海 外各国(主 としてアジア発展途上国)の 政府

な らびに関係機関等の情報処理関係者を招へいし,わ が

国政府な らびに情報処理関係機関,メ ーカ,ユ ーザとの

意見の交換を通じて国際交流を深める。

(5)情 報化週間行事

国民の情報化に対する正しい理解と認識を 高 め る た

め,10月 第1週 の情報化週間の期間中,関 係団体と協力

して同週間の総合広報な らびに国際 講 演 ・討 論 会(東

京),情 報化展示会(東 京および地方1都 市)お よび講

演 と映画の会(地 方5都 市)を 開催する。

(6)広 報

JIPDECジ ャーナル(年4回),海 外情報インデ

ックス(月1回)お よびコンピュータ白書(年1回)を

発行する。

まt,海 外向け広 報 誌JIPDECREPORT

(年4回)お よび英文コンピュータ白書(年1回)を 発

行する。

(7)会 員に対するサービス活動

調査,研 究開発等成果の提供,施 設の利用,研 究会,

研修講座など各種行事への優先参加等を通 じ賛助会員に

対するサービスの充実に努める。

δ
q
伸
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わが国における光通信関連研究の現状
一一 最近の話題を中心 に
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レーザ光線を微細なガラス繊維(グ ラスファイバー)に 通し,音 声,画 像,そ の他の信号を

伝送する光通信の技術は現在の銅ケーブルを主体とする伝送方式に比べ数多くの利点を持 って

おり,将 来 これにとって代わるものと予想されている。

情報処理への適用ではコンピュータ周辺,及 びコンピュータネットワークにおけるデータ伝

送にとくに威力を発揮するもの と期待がかけられている。

現在,わ が国では,こ の光通信の実用化をめざして通商産業省工業技術院,日 本電信電話公

社などで研究がすすめられているが,そ の現状を電電公社の山縣氏にレポー トしてもらった。
●

1.は じめ に

低損失光ファイバの実現 と半導体レーザの室温連続発

振の成功があって以来,各 国における光 ファイバ伝送方

表1

成 分 直径(μm) 屈折率差 損・失(dB/km)

材 料 ファイバ タイプ 比 作製法 (0.85μm) 研究機関
コア クラ ッ ド コア 外径 (%) 最小値

P205・Sio2,B203・Sio2 60 150 0.7 MCVD 1.50.47(1.2) ECL・Fulikura

GeO2・Sio2,B203・Sio2 60 150 1.2 MCVD 2.00.58(L5) ECL・Fulikura

マ ルチ モー ド

GeO2・B203Sio2.Sio2 62 150 0.7 MCVD 2.00.7(1.18) ECL-Sumitomo
ステ ップ形

GeO2・B208・Sio2,

96 130 VAD 5.85,5(1.06> ECL

B203・Sio2

石英系
GeO2・B20.・Sio2,Sio2 60 130 1.0 MCVD 3.00.5(1.6) Fuj{kura

Fujitsu

グレーデ ッ ド形 GeOrB203・Sio2

VAD 5.54.0(1.08) ECL
GeO3・B203・Sio2

P205・Sio2,B200・Si()2 60 130 MCVD 2.5 Furukawa

GeO2・Sio2,Sio2 8.2 140 0.32 MCVD 2.50.5(1.27) ECL
シ ングル モー ド

Sio2,B203・SiO2 6 130 0.3 MCVD 2.50.7(1.2) Fujikura

Na20・CaO・GeO2・Sio2 50 142 0.9 DC 4.3(0.86) ECL
マ ルチ モー ド

Na20・CaO・SiO3 80 125 1.5 DC 6.6(0.84) Toshiba
ステ ップ形

多成分系 Na20・B203・Sio2 80 125 1.5 DC 6.2(0.84) Toshiba

T120・Na20・B203・Sio2 25 125 0,011 DC 5.7(0.83) NEC.NSG
グレーデ ッ ド形

Na20・B203・Sio2 (△N)

複 合 系

マル チモー ド SiO2Sillicone 140 300 3.4 Coating 3.62.4(LO6) Fulikura

ステ ップ形 Sio2FEP 200 5.3 Coating 1211(LO2) Su加tomo

式に関連した研究開発が活発 とな り,す でに実用化の検

討段階にいたっている。わが国において も,超 低損失フ

ァイバの開発をはじめ,各 部品技術においても顕著な成

果が得られてお り,最 大の市場 とみ られる公衆通信にお

ファイバの開発状況(1)(2)い て本年度中に実用

に近い形での実験が

計画されている。

本稿では光ファイ

バ伝送に関連するわ

が国の現状を トピヵ

ルな話題を中心に述

べてみたい。

2.光 フ ァイバ

MCVD:ModicifiedChemicalVapouvDepositionMathod.VAD:Vapour・PhaseAxialDeposition

VDF:VapourDepositioninFlameTechnique.DC:Doublecluciblemethod.FH:FlameHydrolysis

-4一

表一1に 最近の主

な光 フ ァイバの開発

状況 を示 す。

多成分系 フ ァ・fバ

は,1969年 にNEC,

NSG(日 本 板硝子)

に よ り集束形 ファイ

バ(SELFOC)

として開発 され,現

在 では5dB/㎞ 台 の

●
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図 一1超 低 損 失 フ ァ イ バ の 波 長 特 性 ④

もの まで作 られ ている(3)。多 成分系の ステ ップ型 フ ァ"t

バ では,原 料の高純度化,閉 管系製作工程の採 用,不 純

物汚染の少な い紡糸環境の工夫な どを行 って,最 近では

4.3dB/㎞(NA=0.1,λ=0.85μ 勿)と い うトップデー

タ も得 られてい る(4)。

多成分系 フ ァイバは量産性 におい ては期待 が 持 て る

が,低 損朱性 や強度の面 で石英系 フ ァイバを凌駕 で きな

い状態 にある。

石英系 フ ァイバでは,内 付 けCVD法 でOH－ の 徹底

的な除去 に よ り,0.47dB/㎞(λ=1.2μ 勿)と い うレー

り散乱 に よる損失限界値 に迫 るステ ップ形 フ ァイバの作

製に成 功してい る(5)。図一1に その波長特性 を示す。 ま

た単一 モー ドフ ァ4バ で も0.5dB/㎞ とい う値 を得てい

る(1)。

石 英 系 ファ・fバの欠 点 といわれ る量産性 に乏 しい点 を

克服 し うると期待 されているの がVAD法(Vapor-Ph-

aseAメialDeposition)で あ る(6)。 この方法 は従来のC

VD法 の よ うに,石 英 管の内側 や石英棒 の外側 にガ ラス

焼 結体(ス ー ト)を 付け るのではな く,回 転 す る石英支

持棒の底 に,軸 方 向にガ ラス焼 結体 を積 上げゆ く方法 で

ある。心 棒を使 わないため,引 上げ途 中に加熱炉(1600

℃ 程度)を 置 き;透 明ガ ラス化 す る工程 だけで簡単 に,

しか も連続 的にプ リフ ォームを作 る ことがで きる。 画一

0

0

6

」
弓

:20

ぱ)'o

唄

多孔質ガラス

バ ーナ

(酸 水素 炎)

原料

(Sic14十BBr3)

原 料

(SiCl4+GeCl`)

図一2VAD法 に よ る

フ ァイ バ母 材(グ レー デ ィ ト型)の 作 製 ㈹

ス テ ッ プ 形

コ ア 径80Am

外 径130μm

測 定ff〈1080μm

J}|日斤・キ{万'」ヒ0.8θ ら

波 長(μm)

図 一3VAbフ ァ イバ の1皮長 特性(5)

2にVAD法 に よる集束型 フ ァイバの場 合の製作方法 を

示す。また,図 一3に この方法 に より得 られ た光 フ ァイ

バの波 長特性 を示 す。2dB/姐(λ==1.07ptm)以 下 の損

失 が得 られてい る。

3.発 光素子

発光素子 の うち発光 ダイオー ド(LED:LightEmi-

ttingDiode)は 寿 命 として100万 時 間程度の推定 がされ

てお りの,す でに実用 の段階 に入 ってお り,現 在,長 波

一陣一・5一
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表一2半 導体 レーザの開発状況

名 称 接合構造 寿 命 特 性 研 究 機 関

PlanarStr{pe DH >20,000時 間
Ith=100mA

Po≧10mA
AII

NarrowStripPlanar

(NPS)
DH >3,000時 間

Ith=20mA

Po=5mW
ECL{8)

BuriedIleterostructure

(BID
DII >6,000時 間

Ith=5mA,平 担 応 答

Po≦1mW,単 一横 モ ー ド発 振
Hitach{〔9}

Channe|edSabstrateP|anar

(CSP)
DII ～6

,000時 間

Ith==10mA,単 一横 モーード発 振

Po=10mW,直 線 性 良
Hitachi(101

DistriblltedFeedback

(1)FB)
1)II 連続発振 波長選択性 Hitachi㈹

IntegratedTwinGuided

(ITG)
DH ・ぐル ス発振 外部変調器 TIT(12)

TransverseJunctionStripe

(TJS)
LDH >10,000時 間

Ith・=40mA,シ ン グルモ ー ド発 振

Po=3mW
Mitsubishi(13) ●

長帯(1μm以 上)で の素子の研究がなされている。

一方,わ が国で研究 されている主な半導体レーザ(L

D:LaserDiode)を 表一2に 示す。

半導体レーザで主な検討課題は長寿命化 と動 作 特 性

(モー ド制御 と変調特性)の 改善およびファイバ との結

合効率の向上である。

埋込みヘテロ(BH)LDお よび横接合形(TJS)

LDは 横モー ドが安定で,点 光源発光し,低 スレシ。一

ル ド動作が可能である点に特徴がある。前者は高速(1

GHz以 上)の 変調特性 もよく,まtc歪 特性 もLEDと

同等以上である。tだ し出力は1mW以 下 と現在では十

分 とれない。

CSPレ ーザは結晶基板の中にはられた溝によって等

価的な発光導波路を形成することにより横モー ドを安定

化 させたもので,1-L特 性のkink(よ じれ)を な くす

るとともに,低 スレシ ョール ドかつ通常のプレナス トラ

・fプLDと 同等の出力を得ている。

ITGレ ーザは活性部用導波路 と出力用導波路が別に

設けられ,二 つの共振器の結合により単一波長化を実現

している。

DFBレ ■一一ザは発振波長が溝の間隔で決まるため,波

長選択性をもつとともに,温 度変化に対して安定(O.5
む

A/deg)で あ り,縦 モ"・一ドの単一 モー ド発振 が可能で あ

る。

最近 では分散特性の よい長波長域 での光 フ ァイバの低

損 失化 の実現 に伴 い,InGaAsP等 を用 いた長波長帯半

導体 レーザについての検 討 も活 発である。 この レーザの

例 としてはInP-GalnAsPに よる1.3μm帯 での常温連

続 発振 が確認 されてお り,混 晶比 を変える ことによ り,

発振 波長を変 えることがで きる(14)(15)。

長 寿命化 については,通 常のプ レナス トライプ形LD

で最近の加速 度試 験結果か ら,周 囲温度 が25℃ な らば

130万 時 間以上,40。Cで も27万 時 間以上 とい う推定結果

が報告 されてお り(16),初期 の半導体 レーザが十数時間の

寿命 であ った ことを考 えれ ば格段の進歩 を とげてい る。

4.シ ス テム実験

光ファイバケーブルは,細 径,低 損失,無 漏話,無 誘

導,広 帯域,資 源豊富,可 擁性,軽 量という特 長 が あ

り,ペ アケーブル,同 軸ケーブルなどの従来の伝送媒体

のいずれにも代替可能であるばか りでな く,数 々の問題

点を解決する可能性を秘めている。

したがって,光 ファイバケーブルと光半導体素子を組

合せた光ファイバ伝送方式は,か な り広い範囲の適用が

可能であり,わ が国内でも各方面でその検討が進んでい

る。主なシステム実験例を表一3に 示す。

無誘導性は大電力設備を有する電力会社において非常

に有用であり,比 較的早い時期に実証試験が行われた。

公衆通信用を目指した総合伝送実験はECL(電 気通

信研究所)に よって1976年 末か ら始められ,延 べ64㎞,

6一
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表一3光 ケーブル伝送方式の実験状況

研 究 機 関

(メ ー カ) 目 的 時 期
ル ー ト長

(芯 数)

ビッ トレー ト

〔Mb/s〕

中継間隔

〔km〕

光 フ ア イパ 種 別

〔損 失 〕

光源 ・

受光素 子
実 施 地

デ

ィ

ジ

タ
ル

方

式

東 京 電 ノJ

G遵 ≡6ξ電線)
実証試験

1976初

～

約3km

(4芯)

6.3

ステ ップ 形

グ レー デ ッ ド形

(6～1(迫B/km)

LD-APD
新宿発電所
関内 〃
田端通信所

関 西 電 力

(富吉翌=ξ翌電線)
実証試験

1976初

～

Lト3.5km

(4芯)

0.24

6.3

100

ス テ ップ 形

(5～8dB/km)

LED-APD 大阪北支店一
新曽根崎制御所

来意岐部変電所LD-APD

通 研

儲:巖 農舎)
総合

伝送実験

1976末

～

0,4km

(ケ ー ブル

8km)

(8芯)

8 6 ス テ ップ 形

(3dB/kr司

LED・APD

横須賀通研
32

8～10

(4～5)

LD
-APD

(LED)

ア

ナ
ロ

グ

方

式

関 西 電 力

(日電 ・住友)
ITV

1976初

～
2km 2km 一

SELFOC

(-10dB/km)

関電本店一中之島セン

タピル

生 活 映像 協 会

(富1:通 ・松 ド ・住 友)
CATV

1978

～
(170加 人 一 一

プ ラ スチ ック

ク ラ ッ ド
東 生 駒

ア ン ン ヨンメ ンバ

緩衝 層

被 覆 フ ア イバ

フラ スチ ックテー プ

プーテこ、
ルアー

ネ

ス

ミ

ーシ

ラ

図一4光 ケーブルの構造

① 光 ファイバ ⑤ 抑圧 レパ…

② 電 極 ⑥ ス ト ・バー一

③ ・働 溝 ⑦ スプ リング

④ 固定 溝 ⑧ ⑨ マ イクロポジシコナー一

表 一4フ ァイ バ お よび 光 ケ ー ブ ルの パ ラ メ ー タ

屈折率分布 ス テ ップ形

屈折率差 0.010±0.001

コア径 60±1μm

フ ァ イバ径 150±2μm

楕円率及び偏心率 1%以 下

フ ァ イバ損 失 2dB/km-4.5dB/km

6dB低 下帯域幅 32MHz/km以 上

スプ ラ イ ス損失 0.4dB/sp.以 下

温度 一10℃-60℃

フ ァイ バ心 数 テ ン シ ョ ンメ ンバ 付

ケ ー ブ ル長 10.4±0.02km

ケ ー ブ ル張 力 >70kg

8中 継 の32Mb/s伝 送 に成功 してい る(17)。 この実験 に

用いiケ ーブル構造 とデ ィメンジ 。ンを図一4及 び表一

4に 示す。

図一5融 着接続装置

この成果を発展 させ,東 京都内の電話局間を結ぶ約20

㎞のルー トで局間中継線及び画像専用線の伝送を対象 と

した現場試験を本年申に行 う計画が進められている。

5.そ の他の技術
●

光 フ ァ・fバ伝送方式の実用化上,フ ァイバ スプライス

は重要 な課題 の一 つであ る。 しトくつか の方法 が提案 され

てい るが,融 着法 が実用性の高い方法 として期待 されて

い る(18)。 この接続 装置の レ/ア ウ トを図一5に 示 す。

単一 モー ドフ ァイバ(コ ア径7μm)で も平均O.2dB/Pt

の 接 続損失 を得てい る(19)。

光 フ ァイバ伝送方式の特長を生 かす方法の一 つ として

注 目されてい るのが光波長多重伝送方式(WDM:Wa－

一7一
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velenghtDivisionMultiplexing)で あ る(20)。本 方式は

一本の光 フ ァイバ に複数の波長の異 な る光キ ャ リアを通

す もの で,従 来の有線 方式 と異 な り電気的多重の他に さ

らに大容量化 あるいは双方向化が可能 とな る。

また変調方式 がFDM(FrequencyDivisionMulti-

plexing)やTDM(TimeDivisionMultiplexing)に

よ る制約を受けないため端局装 置の簡易 化が 期 待 で き

る。 これ らについてはすでにい くつかの実験 例が発表 さ

れてい る。(20)(21)

コ ン ピュー タ機 器間の接続 や構 内伝送に適 用で きるデ

ー タバ ス,デ ー タ リンクについて も検討が盛 んであ る。

例 えば高密度実装 を目指 して図一6に 示 したLEDア レ

ー一案],10心 フ ラッ トケーブル(シ リコンクラッ ドフ ァ

/バ),APDア レ ー素 子を用いて20Mb/s,1㎞ の 伝送

を行い,好 結果 が得 られてい る(22)。

〈用語注釈〉

集束形 ファイバ

光 ファイバ は屈折率の高い コア部 とそれを取 りま く

屈折 率の低 い(コ ア部 に比べて)ク ラッ ド部か ら構成

され るが,そ のコア部の屈折率 が中心か らの距離rに

対 して一定の ものをステ ップインデ ックス形 フ ァイバ

といい,rに 対 してr2的 に変化 する ものを集 束形 フ ァ

イバ あるいは グレーデ ッドインデ ックス形 フ ァイバ と

い う,後 者は ち ょうど光線 を凸 レンズを通 した時の ご

と く,光 線 を集束 させなが ら,伝 搬 させ るもので,前

者 に比 し,モ ー ドによる伝搬 遅延が非常 に少ない(モ

ー ド分散 が小 さい とい う)の が特長 である。

dB/km

1㎞ 当 りの減衰の割合い を示す単位で例えば3dB/㎞

は1㎞ で光のパ ワーが半分 にな ることを示 す。

CVD法

ChemicalVapOurDeposition法(化 学気相沈積

法)の 略 で石英管の 内側 にガ ラス焼結体 を同心 円状 に

沈積 させ る方法(内 付 けCVD法,InsideVapOur-Ph－

日
目
q⊃
.O

唖≒熟
5・m-.一⊃山

回回回回回国回回回回
忌 線い 川1紬 蘭ll

(a)LEDア レー(前 面)

jL◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 。◎ ◎ ・。「
,ア,ク ラ 。 ド

(b)フ ラ ッ トケー ブル(断 面)

,L

』 口 〔]〔]〔]口 口 〔]口 口 口

?「
IJ－ド線 受光 域

(c)Si-APDア レー(前面)

図 一610チ ャネ ル 光 デ ー タ リ ンク

aseOxidation法)と 石英棒の外側にガ ラス焼結体 を

沈積 させ る方法(外 付 けCVD法,OutsideVapOur-

PhaseOxidation法)が ある。前者は閉管系 とな ると

ころか ら後者に比べ不純物 の混入が少な くな るため,

低 損失化可能 とな る。

NA

NumericalAperture(開 口数)は フ ァイバの受光

で きる範 囲を表わす パラメータでそれを2θ とす ると

sineで 与 え られ る。

レー リ散乱損失

物質の分子構造 によって きまる光の散 乱損 失で波長

の4乗 に逆比 例す る。光損失 は これ を下廻 る ことはで

きない。

横 モー ド,縦 モー ド

モー ドはおおまかには光線に対応す るもの と考 え ら

れ るが,横 モー ドは半導体 レーザの膜 厚方 向 の モ ー

ド,縦 モー ドは それ と直角な方 向の モー ドを指す。
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海 外 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スの実 態

第11次 海 外 調 査 団 報 告 よ り

コンピュータを高度に利用するためには正確で妥当に評価 されたデータがコンピュータに読

取可能な状態で整備されていることが必要である。

データベースに対するニーズは近年,急 速に高まってお り,わ が国においても経済データ,

国勢統計,学 術情報,各 種測定データ等の外部情報に直接,間 接にアクセスできるような機構

が形成されることが望まれている。

当協会では昨年秋,発 展しつつあるアメリカのデータベース ・サービスの背景,西 欧諸国に

おける政府主導型のデータベース整備計画などを把握 し,わ が国のデータベース ・サービス整

備に役立てることを目的 として第11次 の海外情報処理実態調査団を派遣した。

この調査結果の概要を以下に紹介する。 ⑳

1.ア メ リカの動 向

{1}調 査 の概要

アメ リカでは コン ピュータをベ ースに しナこさまざまな

サー ビスが発展 している。60年 代の終 りに,商 用ベ ース

で開始 された,い わゆるタイムシ ェア リング サ ー ビ ス

も,10年 以 上の歴 史を経 て,最 近 は欧州 や 日本な どへの

進出が活発化 してい る。 しか もアメリカの場合 には,ユ

ーザ側 のニーズに応 じて
,続 々 と新 しい サービスが誕生

す るの も大 きな特色 である。最近数年 を例 に とって も,

第 三者 メンテナンス,フ ァシ リテ ィsマ ネジメ ン ト,中

古機 デ ィー ラー,VAN(付 加 価値 通信網),デ ー タベ

ースな ど多様なサー ビスの誕生ない しは発展が ある。

デー タベ ース ・サ ービスに関しては,そ の国際的利用

の可能性,情 報 資源 の有 効活用 とい った面 か ら,わ が国

において も急速 に関心が高ま ってい る。

わが 国で も特定の分野については,一 部のベ ンダーに

よるサ ービスが提供 されてい るが,ア メ リカ の よ う に

データベース ・サービスの 流通機構 が 確立 され るまで

にはい た っていない。 アメ リカでは政府機 関な どに よる

ソース ・データの作成提供には じま り,デ ー タベースの

プ ロデ ューサ,そ の デ ィス トリビュー タ,そ し て 利 用

者,へ と一貫 した分業体制が見 られ,オ ンラ イ ン の 進

展,市 場規模の拡大 に拍車がか け られてい る。

わが国にお いて も,近 い将来 デー タベ ース ・サー ビス

の需 要が顕在化 し,拡 大 してい くもの と考 え られ るとこ

ろか ら,今 回の テーマを 「米 国にお けるデータベ ース ・

サー ビスの現状」 と設定 し,特 に流通機構の解明,各 部

門の役割 り,各 社の現状 を調査 する ことにした。

ここでい うデー タベース ・サー ビス とは,多 様な デー

タを コンピュー タにス トアし,各 種 の形態 で,商 用ベ ー

スで利用者に提供す るサー ビスを意味する。 つま り,取

扱 われ るデ ータ とは,個 人信用情報 か ら一般経済情報 あ

るい は科学技術文献情報 など,さ まざまな ものが含 まれ

る。 また,サ ー ビス形態 も手紙や電話による要求 に郵便

で応え るバ ッチ ・モー ドか ら,利 用者が直接 ター ミナル

か らアクセスす るオ ンライン ・モー ドまで,し か も出力

の仕方 とな るとペーパー,磁 気 テープ,デ ィスプレイな

ど,こ れ また多種多彩 とな る。

なお データベース ・サー ビス とい う言葉 自体,現 段 階

におい ては 「データバ ンク ・サービス」 あるいは 「イ ン

フ ォメーシ ョン ・バ ンク ・サービス」な どの言葉 と共 に

用 い られる傾向 にある。 アメリカの調査会社Auerbach

に よ ると,デ ータベ ースの容器 と考 え られ るソフ トウエ

ア,い わ ゆるDBMS(DataBaseManagementSystem)

との混乱 を避 けるた めに,「 インフォメー シ ロン ・バ ン

ク」 とい う言葉 が適切 としているが,ア メ リカの コンピ

ュー タ産業関係の ジ ャー ナルでは,「 データベ ース ・サ
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表 一1デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス 調 査 先(米 国)

カテ ゴ リ ー 訪 問 先 調 査 事 項

調 査 会 社 ●IDC

●Input

●アメリカにおけるデータベースサービス市場の現状

●参入企業および政府機関の役割

ネ ッ トワー ク業 者 ●Rapidata

●ADP(NSI)

●Lockheed(`Dialo9')

●SDC(`Search')

●データベースのディス トリビュータとしての役割

●どんなデータベースをサービスしているか,ま た特に売

れているものは何か

●海外におけるサービス提供の現状

データベースの

作成および提供者

●N.T.Times

InformationBank

●デ ー タベ ー ス 作 成 に 関 す る コス ト

● ビ ジ ネス ・ニ ュー スDBサ ー ビス の 成長

政 府 機 関 ●BureauofCensus

●NLM(`Medlavsガ)

●NTIS

●ソースデータの作成,提 供に関する政府機関の役割

●政府サポー トによる医療DBサ ービスの現状

●科学技術文献のクリアリングハウスの役割

大 学 ●Univ。ofMichigan

●StanfordUniversity

●デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ ス利 用 者 として の コ メ ン ト

●デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス全 般 に関 す る識 者 の コ メ ン ト

●図書 カ タ ログ ・デ ー タベ ー ス`Ballot'の 現 況

一 ビス」 が多 く使用 され てい るよ うで ある。

言葉 は ともか く,こ こではす でに触れ たよ うに 「フ ァ

イル化 され,コ ンピュー タにス トア されたデー タを商用

ベ ースで一般に提供す るサー ビス」 を,デ ー タベース ・

サ ービス として定義 してい る。

以上の観点か ら,ア メ リカのデー タベース ・サー ビス

の現状 を探 るた め,主 要なベ ンダー,政 府機 関,調 査会

社な ど12機 関 を調査対象 に選定 した。選定に際 しては,

調 査期 間の制限 もあ り,特 に オンラインでサー ビス して

い るところを重点的 に ピックア ップした。表一1は,今

回の訪 問先 を,カ テゴ リー別 に分類 した もので ある。 デ

ー タベースを作成 している企業 ,い わゆるデータベ ース

・プロデ ューサが抜 けているが,こ れは限定 された 日程

の中で,う ま く先方 との コン タク トが とれなか った もの

で,別 の機 会に フォロー ・ア ップで きれば と考 え て い

る。

{2}デ ータベース ・サービスの現状

① 流通機構の確立

アメリカのデータベース ・サービスの大 きな特長のひ

とつは,流 通機構の確立に見ることがで きる。データの

発生から利用者がサービスを受けとるまでに,確 固たる

分業体制が介在し,し かも情報の流れは極めてスムーズ

デ ー タ の 発'1

収 集 ・整理 ・分 析 ・枕 引'

(バ ッ チ)

〈ソー ス デ ー タの 作 成 ・提 供 〉

データベース・プロデューサ 〈デ ー タベ ー スの 作 成 ・提 供〉

〈デ ーーク ベ ・一ス の 週〉壬般 〉

(オ ン ラ イ ン}

〈デ ー タベ ー ス の 利 川,デ ー タ の 報;〔了〉

図 一1デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ スの 流通 機構

である。 もちろん,あ る企業 が一社で,デ ータを収集分

析 し,デ ー タベ ースを作成 し,自 社の ネ ッ トワークに乗

せて提供 す るとい う形態 も存在す るが,通 常の オンライ
ト

ン ・モー ドの場合,大 半 は 「デー タベースを造 る人」,

「運 ぶ人」 が明確に分離 している。

「造 る人」 はいわゆ るデー タベース ・プ ロデ ューサで

あ り,運 ぶ人は タイムシェア リング会 社あ るいはVAC

(ValueAddedCarrier)な どの ネッ トワー ク ・サー-tf

ス ・ベ ンダーで ある。

図一1は アメ リカにお ける典型的流 通機構 の概略 であ
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るが,政 府機関,プ ロデ ューサ,デ ィス トリビュー タの

三者 が各々重要 な役 割 りを果 してい る。 これはオ ンラ・f

ンに よるデー タベース ・サービスの流通状 況を簡略 化 し

て示 した もので あ り,バ ッチを含 めた実際のサー ビス形

態 では,流 通を示 す線は もっ と複雑にな る。

例 えば,政 府機関 は ソースデータを作成 し,こ れ を安

く民間に提 供す るだけに とどま らず,統 計局の よ うにデ

ータを加工 して付加 価値 のついナこ情報 を磁気 テープで販

売 した り,あ るいはNLMの よ うに医療 データベースを

売 ってい るところ もある。 プロデ ューサにして も,例 え

ばDataResourcesInc.(DRI)の よ うに,自 らデータ

ベ ースを作成 し,独 自の ネ ッ トワー クで流 してい るとこ

ろ もある。 また,バ ッチ ・モー ドの場合には,プ ロデュ

ーサか らネ ッ トワー ク業者 を経ず に,直 接利用者 にデー

タが送 付 され る。 ネ ッ トワー ク業者 にした ところで,単

一の プロデューサ と契約す るわけではな く優秀なデー タ

ベースがあれ ば数 多 くの プ ロデ ューサ と契約 してい るの

が実情 で ある。

さ らに図一1に 示 されてい る企業 ・機 関の外に,こ う

した流通機構 をサポー トす るさまざまな機関 も存 在 す

る。 例えば,業 界の協会,学 会,ソ フ トウエ ア会社,メ

ー カな どであ る。業界 の組織は,同 一業種に有用な デー

タベースを作成 して,デ ィス トリビ ュータを介 して これ

を メンバ ーに提供 しているケース もあるし,独 立系 ソフ

トウエア会 社開発 の優秀なDBMSを デ ィス トリビュー

タが利 用 してい る場合 もあ る。 また,使 い易 い端末の 開

発普及 とい う点では,メ ー カの役割が大 きい。

これ ら各分 野の さま ざまな機 関や企業 が,効 率 よく機

能 して アメ リカのデー タベース ・サー ビスの流通機構 が

表一2デ ータベース ・サービスの種類と提供方式

データの内容 提 供 方 式

企 業 信 用 情 報 バッチ(オ ンライン化進行中)

聖 者 信 用 礁1バ ・チ ・一部・・ラィ・イヒ)

.一 ケテ・ング⇒ バ・チ

科学技術文献情報 オ ン ラ イ ン

経 済 情 報 オ ン ラ イ ン

証 券 情 報 オ ン ラ イ ン

ビ ジ ネス ・ニ ュー ズ オ ンラ イ ン

法 例 情 報 オ ン ライ ン

支 え られて いる。 そして,オ ンライン ・サー ビス とい う

点 に焦点 をあてテこ場合 には,図 一1に 示 しtt政 府 機 関,プ

ロデ ューサ,デ ィス トリビュータが三大要素 とい える。

② デ ィス トリビュー タの役割 とメ リッ ト

オンラインに よるデー タベース ・サービス の 提 供 で

は,特 にデ ィス トリビュー タが重要 な役 割を 果 し て い

る。すでに述べ ナこように,こ れ らデ ィス トリ ビ ュ ー タ

は,ユ ーザにデー タベースを運ぶ役割を担 っ、てお り,ユ

ーザか らみればサー ビスの窓 口に当 る。 デ ィス トリビ ュ

ータはいわ ゆるタイムシェア リング会 社 あるいはネ ッ ト

ワーク業者 と呼 ばれ る企業 であ り,す でに コンピュータ

・リソースを持 ってい る。 ネ ッ トワークに関 して も,A

T&Tか らの リースあ るいはTelenet,Tymnetな どの

VACを 利 用す る ことに よって確立 してい る。

つ ま りデ ィス トリビ ュー タは,従 来 の処理 ビジネスの

リソース として,デ ータベ ース ・サー ビスのいかん に関

係 な く,コ ンピュータ ・リソース ・ネッ トワー ク,販 売

スタ ッフ,カ ス トマー ・ベ ースを もってお り,新 しいサ

ービス ・メニュー としてデータベー スを手が けることが

で きる。 データベ ースの プロデ ューサ側か らみて も,デ

ータベースを作成 し,ネ ッ トワー クを組んで 自 ら販売す

るとな ると,初 期投資の回復 にかな りの年月 を要す る。

また,プ ロデ ューサに とっては,コ ン ビ・ユータ とネ ッ ト

ワー クを介して 自ら販売す るのは,ま った く畑違いの分

野で ある もの も多い。 この点で,プ ロデ〉一サ とデ ィス

トリビュータの結びつ きは,極 めて 自然 の成 行 きといえ

よ う。

図一一2は,プ ロデ ューサ,デ ィス トリビュータ,ユ ・一
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ザ ーそして ソース ・データ提供者 としての政府機関の関

係 と料金 の流 れを示 した ものであ る。 プ ロデ ューサは,

デ ィス トリビュー タか らロイヤルテ ィ ・チ ャージを,ユ

ーザーか らは加入 料金 を受 けとる。 この外 ,バ ッチ形 式

に よるサ ービス収入が ある。一方,デ ィス トリビュー タ

は,ユ ーザか らコン ピュータ ・リソースの使用料金,回

線接続料な どをとる。

ボス トンのDataResourceslnc.の よ うに,デ ータベ

ースの作成か らデ ィス トリビ ューシ 。ンまで,一 貫 して

独 自で手が けて成功 してい る例 もあるが,通 常は図一2

の よ うな分業体制 を とってい る。 これは プ ロデューサ,

デ ィス トリビュータ双方に とって,リ スクの分散 に もな

っている。 デ ィス トリビ ュータの場合は,プ ロデューサ

に ロ・fヤルテ ィ料金 を払 うが,デ ータベ ースが優秀 であ

れば,ユ ーザの利用 も増大 し,そ れ だけ リソース使用料

が ころが り込 んで くる。 しか も,不 幸 にして データベ ー

スにお客 がつかなければ,プ ロデ ューサ との契約 を最初

の期 間で と りやめ,サ ー ビス ・メニ ューか ら除外すれ ば

よい。 この場合,デ ー タベースその ものを自 ら作成 した

わけではないか ら,リ ス クは極めて小 さ くて済 む。

ディス トリビュー タはまだ,デ ー タベース ・サー ビス

その もので利益を上げ よ うとい う意識は低い。 これはオ

ンラインデータベ ース ・サー ビスが アメ リカで もまだ発

展初期の段階 にある ことに もよるが,む しろ ネ ッ トワー

ク業者 はデPtタ ベース ・.サービスをi)コ ン ピュー タ ・

リソースの使用 とい う従来の ビジネスの拡張の一－Ptii)

新 し いサー ビス ・メニ ューの追加 によるユーザ ・サ ービ

ス策 の拡大iii)大 手 カス トマの獲得 ・確保iv)デ ー

タベース ・サー ビス利用者 にパ ッケージな ど他 の製 品を

売 り込 むな ど販売拡張 の一環一 一と考 えている。

今 回訪問 したADPNetworkServicesの 場 合 も,デ

ー タベ ース ・サ ービスに よる収入 は現在の ところ総売上

高の5%程 度 しか 占めてないが,新 しいサー・nyビスの 目玉

として,こ のサ ービスを重視 してい るとの こ と で あ っ

た。 デ ィス トリビ ュータは さ らに,デ ー タベースを海外

市場 で提供す る とい う重要な役割 も果 している。 た とえ

ば,デ ィス トリビ ュータはアメ リカ国内でTymnet,

Telenetな どの 回線 を利用 し,こ れがRCAと かWUI

とい ったhtemationalR㏄ordsCa]㎡er(IRC)を 介 し

て,欧 州 な どと接続 されてい る。

デ ィス トリビュータの もうひ とつの役割 と し て,複

数 のデータベ ースを提供 してい る ことが指 摘 で き る。

Rapidataの 場 合 は後述す るが,経 済関係の デー タベ ー

ス を6種,ま たADPNetworkServicesの 場 合 も5種

提 供 してい る。SDCと かLockheedInformation

Servicesの よ うに,文 献検 索サー ビス も手 がけている と

ころ とな ると,デ ー タベースの数 は極端 に多 くな る。例

えばLokheedで は,年 間15～20の ペ ースでデータベ ー

スの数を増大 してお り,78年 末 までには100に 達 する と

して いる。SDC提 供 のデータベースは37種 と,Lock・

heedと 比較 した場合少ないが,こ の うち20種 はプ ロデ

ューサ との契約 によって,SDCか らしか入 手で きない

とい う独 自のや り方 を うち出 してい る。

(3}オ ンライ ン ・デー タベース ・サー ビスの発 展

データベース ・サー ビスを市場規模 でみた場合には,

依 然 バ ッチ型の サービスが大 きな比率 をしめてい るが,

近 年 オンライン ・サ ービスの伸 び率 が非常に大 きく,ま

た,バ ッチか らオン ラインへの移行 も進ん でいる。

デー タベース ・サー ビス 自体,当 初 は各種情報 をレポ

ー トの形 で提 供 していた もので あ り,完 全 にマニ ュアル

/バ ッチ形態 であ った。 これが情報量 の 拡 大 に 伴い,

利 用 し易い形 で コンピュー タに ファイル され るよ うにな

り,即 時 デー タが必要な情 報についてはオ ンライ ンに よ

るサ ービスが提供 され るよ うにな って きた。 従 って,情

報に よっては レポー トの郵 送な どに よるバ ッチ型 で も十

分な もの もあるし,一 口にデータベ ース ・サー ビスとい

って も,パ ッチ型/オ ン ラ・fン型/ミ ックス型 とさま ざ

まの提供方式 がある。'

情 報 の内容 とその主な提供方式 をま とめると表一2の

よ うにな る。

表一一2で 見 る限 り,オ ンライン形式 によるサービスの

方 が多いが,市 場規模 とい うことにな ると,す でに触れ た

よ うに現在 の ところバ ッチ型 が依然 として大 きい。 ちな

みに,Frost&Sullivan社 の 調査に よると,デ …タベ ー

ス ・サ一-tfス の 総市場の うちバ ッチ型 が80%を 占有す る

とさえいわれ る。ただし,近 年におけ るi)通 信 回線 コ

ス トの低 下 と信頼 性の向上ii)特 にTe1飽et,Tymnet
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な どVACの 出 現iii)効 率 の よい ター ミナルの出現

iv)高 度 なDBMSの 開 発な どに よって,こ れ らバ ッチ

型のサ ービスで も,オ ンライン型に移行す る 傾 向 に あ

る。

将来はすべての タイプの情報 がオ ンラインで提供 され

るよ うにな る と考 え られ る。 しかし情報 の提供 とい うサ

ービスの性格上 ,オ ンライ ンでは カバーし きれな い もの

もある。 例えば文献 の原典 とか年度 あるいは過去の トレ

ン ドをま とめナこレポー トとかの有用性 も高 く,提 供者/

利 用者側 とも,オ ンライ ン/バ ッチ両方式 を効率的に ミ

ックス して使 うようになろ う。

現在,オ ンライ ン ・データベ ース ・サ ービスが最 も進

んでい るのは,経 済/証 券情報 である。経済情報の場合

には,各 種経済 データの ミックスあるいは利用企業個有

の財務 データ との オーバ ーラ ップな ど,処 理 を 伴 う利

用 が多いか らオンライン型が急速 に発展 してい る。証券

情報の場合は,例 えば株 価の即 時デー タな ど,迅 速 性が

売 りもの とな り,当 然オ ンライ ンの需要が高 くな る。今

回訪 問したRapidataお よびADPNetworkServices

は,経 済/証 券 デー タベースのデ ィス トリビュー タで あ

るが,い ずれもこの分野のデータベース提供に多大の期

待を寄せている。

表 一3経 済 デ ー タベ ー スの プ ロデ ュ ー サ と デ ィス トリ ビュ ー タ

デ ィス トリビ ュー タ プ ロ デ ュ ー サ

ADPNetworkServices Chase,NBER,Compustat,Banca11,

MSF,HSF

Boei㎎ Wharto恥WFEAEconomic,WFEA

Regiona1

Compu-Serv NBER,KentEA

DataResources DRI,NBER,SPNB,ValueL輌ne,

Compustat,OECD,IMS

GeneralElectric NBER,VaiueLine,Telstat,IMS,

NEMA,Colnpustat,AHAM,JBD

InteractiveData Chase,MerrillLynch,ValueLine,

Colnpustat

NationalCSS NBER,FDIC,IMS,MerrmLynch

Rapidata NBER,FRBSF》Rapidquote,ValueLine,

BAMACSIFS

RemoteComputing Meriin

ServiceBureau NBER,Telstat,FDIC

(4}経 済/証 券デ ータベ ース

オ ンライ ン ・デー タベース ・サー ビスの中では,現 在

最 も活況 を呈 してい る分 野で,Input社 に よれば年率29

%と い う高 い伸 び率 が予測 され てい る。特 に,経 済情報

データベ ース ・サービスは,デ ータベ ースの プ ロデ ュー

サ とデ ィス トリビ ュータが明確 に分 れてお り,オ ンライ

ン ・データベ ース ・サ ービスの典型的形態 を 示 し て い

る。 ただし,DataResourcesInc.の よ うに,自 らデー

タベ ースを作成 し,流 してい る ところ も例外的に ある。

証券情報 データベ ース・サー ビスの場 合に も,即 時情報

を提 供す る ものお よび歴 史的デー タを提供す る ものに区

分 けされ る。 前者 はBunkerRamo,GeneralTelephone

&Electronics(GTE),Quotronが 三 大 ベ ンダ・一'tな

ってお り,後 者 はいわゆ るTSS会 社 がサー ビスを提 供

してい る。

この分 野の プロデ ューサには,政 府機 関,銀 行,経

済 コンサル タン ト会 社,金 融業界の 出版社,調 査会社 な

どさまざまな企業/機 関が参入 し

てい る。 デ ィス トリビュータ とし

ては,InteractiveDataCorp.

GEInformationSystems,ADP

NetworkS就vices,Rapidataな ど

をは じめ,有 力 ネ ッ トワー ク業者

が顔 をそろえてい る。表一一3は ど

のデ ィス トリビュータが ど この デ

ー タベースを提供 してい るか をま

とめた もの である。

これで 明 らかな よ うに,ひ とつ

のデ ィス トリビ ュータは,複 数の

データベ ースを提供 してい る。 し

か も,例 えばNBER(National

BureauofE◎ono㎡cResearch)

とかChaseEc6nometricな ど,

優 秀な経済 データベースは数 多 く

の デ ィス トリビュー タの ネッ トで

(ソースtilput) '流 されてい る
。'また,デ ィス トリ

ー14一
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ビ ュ一夕か ら見 た場合,同 じ経済証券 情報 で も,更 新 ひ

ん度や カバ ー範 囲の違 うものをネ ッ トワー クに乗 せ,総

合 的利用 をね らってい る。

例えばRapidataの 場 合は,NBER,FRBS(Federal

ReserveBankofSanFrancisco),BAMACS(Bank

ofAmericaMoney&CreditStatistics),IFS(lnter・

nationalFinancialStatistics)な どの経済情報 とRapid・

quoteと 称 す る株 価情報 を提 供してい る。 例えばNBE

Rに は46年 か ら現在 までの経済全般の歴史的 デー タが含

まれ,更 新 は月 間お よび四半期なの に対 し,BAMACS

は 口 内/国 際的金融 データをカバ ーし,デ イリーで更新

されてい る。 またIFSは デ イリー ・ベ ースでの通貨お

よび国際 貿易の評価 ではな く,歴 史的記録 あるいは過去

の トレン ドの分 析が 目的 にな ってい るな ど,各 データベ

ースを総合的に利 用す ると効 率が倍加 す るよ うにな って

い る。 しか もRapidataの 場 合,Probeと 称 す る独 自開

発の システムに よって,こ れ ら各デー タベース とカス ト

マー固有の データ ・フ ァイルを総合的に ミックス し予測

/分 析/レ ポーテ ィング/プ ロ ッテ ィングな どの機 能を

売 りもの にしてい る。

2.欧 州 の動 向

{1}調 査の概要

データベース関連事項を調査の中心テーマとした今次

調査の訪問先は,イ ギ リス,ド イツ,フ ランス3カ 国計

14機 関であるが,こ の申 には西欧 における情報処理産

業一般 の 調 査を 行った1機 関(英 国,QUANTUM

SCIENCECORP.)と 情報処理振興を主目的とする政府

ないしは政府関連機関計3機 関(ド イツ,IFDお よび

研究技術者,フ ランス,BNIST)と が含 ま れ て い

る。

他の10機 関は,い ずれもデ・一.タベース保 有 企 業(団

体)で あるが,理 解の便宜上データベースの用途別,保

有主体別に分類すると図一3の とお りである。

これ らの各機関はその性格,事 業内容等がそれぞれ異

なるがわれわれの うけた印象を以下簡単に概括する。

{2}デ ータベースに対するユーザの満足度等

(用途別) (保有主体別)

内 部 用 一 官 庁

国防 省(ド イツ)

一 外 部 提 供 用

公 共機 関

i)ELC(ド イ ツ)

ii)ZMD(ド イ ツ)

iii)CIDA(フ ラ ン ス)

業 界 団 体

iv)IDC(ド イツ)

v)CATED(フ ラ ン ス)

HOPITAL・

NECKER(フ ラ ン ス)

情報処理産業

vi)CSC(イ ギリス)

CENTRE・FILE

(イ ギ リス)

SCICON(イ ギ リス)

注)i)EnvironmentalLawCentre

ii)ZentralstellefUrMaschinelleDokumentation

iii)CentreInformatiqueetdeDocumentationAutomatique

iv)InternationaleDokumentationsgesellschaft伍r

Chemiem.b.H.

v)Centred'AssistanceTechniqueetdeDocumentation

vi)ComputerSciencesCompanyLtd.

図 一3鯛 査 の 分 類(欧 州)

① デ ー タ授 受 手 段 と し て は,テ レ タ イ プ,電 話,郵

便 等 に よ る も の が 多 い が,ユ ー ザ と し て の 終 局 的 な 満 足

は 完 全 な オ ン ラ イ ン シ ス テ ム に よ っ て の み み た され る で

あ ろ う。

② 通 信 回 線 使 用 の 場 合,回 線 料 金 自体 に つ い て は 特

に ユ ー ザ の 不 満 は きか れ な か っ た が デ ー タ サ プ ラ イ ヤ と

し て は 広 域 サ ー ビ ス の 必 要 上,欧 州 各 国 と も 回 線 サ ー ビ

ス は 独 占 体 制 に あ る 他,そ れ ぞ れ 料 金 体 系 お よ び 規 制 条

件 が 異 な る 点 に い ろ い ろ 問 題 を か か え て い る。 ナこだ し 料

金 体 系 に つ い て は,先 般 欧 州 共 同 体(以 下ECと 略)に

よ り調 整 規 約 が 制 定 さ れ て 大 巾 に 改 善 され た と い う。

③ ア メ リ カ 系 企 業 の 情 報 処 理 分 野 へ の 進 出 は 近 年 と

く に 目覚 ま し い もの が あ る が,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス

に つ い て も ア メ リ カ業 者 の 進 出 に よ り一 部 市 場 に お い て

ト

は将来極めて厳しい競争条件にさら,されるであろ うとの

意見が聞かれた。 もっともこの点はユーザに とっては歓

迎 される傾向か も知れない。

④ データ内容に対するユーザのニーズは,最 新の詳

細な情報であることのほか,漸 次,客 観的情報ないしは

評価情報の要求へ と進んできてお り,こ の ことは評価能

力およびコス トとマンパワーの点か らサプライヤにとっ
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て重要な検討課題 とな りつつある。

(3}デ ー タベース ・システムの振興,育 成

① 情報処理業者が カスタマオ リエ ンテ ッ ドで作成 す

る主 として財務関係 を中心 とす るデー タベー スは別 とし

て一般 にデー タベ ース ・システムの制作は その重要性に

比較 して コス トパフ ォーマンスが低 く,ま た技術的に も

高度,困 難 であ る場合が 多い ところか ら,各 国 と もその

研究開発には,主 として政府関連機関 を通 じて多方面に

経済的補 助を与えてい る点 が注 目された。(例 えば,フ

ランスのBNISTお よびIRIA,ド ・fツのIFDな

どの政府関連機関ない し第 三セ クタ)

② データベ ースの基礎 とな る ドキ ュメンテー シ ョン

については,従 来か ら ドイツが政府 として最 も力 をいれ

てい る。 ドイツが政府 として最 も力 をいれてい る。最近

では,政 府の5カ 年計画(1&D.PROGRAMME)の

一・9eとし て1978年 にIFD,ZMD他3団 体 を統合 して

GID(情 報 ドキュメンテーシ ョン協会)を 発足 させ る

こととしてい るが,往 日すべ きは ドキ ュメンテーシ ョン

関係の研究開発,維 持運営 に対 するシステ ィマテ ィック

な計画性 と重点指 向で ある。

(4)情 報処理ユーザの意識 レベル

① データの安全性確保 と機密保持についての情報処

理業者の対策と配慮は極めて徹底 したものがあり,し か

も一般にことさらこれを強調している様子もみ られ な

い。至極当然の こととして対応している点,逆 に顧客で

あるユーザの意識の高さを思わせる。

② その反i苗一般的にいって顧客各社の発注態度は,

いたず らに社内での 自己処理に固執することな くむしろ

社内処理を最小限にとどめて,積 極的に外注してゆ く方

向にある。(特 に情報処理業者のネットワークサービス

を利用し,社 内の各現場か ら業務担当者がター ミナルを

通じ直接アクセスする方式が急速に普及している)こ れ

によって,保 有 コンピュータのレベルを最少限に抑える

とともに,最 低人員,最 少残業で処理コス トを節減し,

併せて専門業者のもつ効率性を活用しようというね らい

である。(こ うしi方 針は他面ファシリティマネrジ メ

ントの採用 とい う形で徹底化 されるわけである).、

③ 一方専門業者としては,情 報処理の仕様を統一な

いし標準化することによって,能 率化とコス トを低減す

る必要があるわけであるが,わ が国では必ずしも容易で

な く,こ のような標準化の要求がユーザによって比較的

スムーズに受け入れ られているとい う点が注目される。

④ 自己のデータベース ・システムを活用して情報提

供を行おうとする場合についてはユーザ側の情報価値に

対する認識の未成熟がその運営上大 きな降路 となってお

り,こ のナこめ訪問先各国ともパイロットモデルその他各

種の段階,分 野に対して少なからぬ財政援助を行 ってい

る状況である。

⑤ 最近注目されている小型 コンピュータの高性能化

と,大 型機過信への反省か ら,分 散処理 システムへの小

型機採用などがみられるがデータベース ・システムにつ

いても主 としてコス トダウン対策か ら小型機を利用する

ものが現われている。(仏,パ リ第七大学,CIDAの

DARCシ ステム)

旧 西 欧における情報処 理産業

① 全 体的傾向

西 欧15カ 国の コンピュ・一夕サ ー-tfス企 業は約3,000社

といわれ(フ ランス,ド イツ,イ ギ リスの順 に企業数 が

多い),1977年 に約40億 ドル(対 前年比20%増)の 売上

が予想 されている。その約3割 はア メリカ系大手サ一-E'

ス業 の影響下 にあ り(ネ ッ トワー クサー ビス業 について

は,ハ ネウェル,CDC等 の ア メリカ系企 業によ り約4割

の市場がカバー されてい るといわれ る),し か もセゴス,

テ一 回リックスとい った 欧州 で独 自に 発展 して きた名

門企業の 多 くが これ らと提携関係に あることが注 目され

る。

次 に売上(サ ービス)内 容の傾向 をみ ると,フ ァシ リ

テ ィマネージ メン トの成長 率が最 も高 く(今 後5年 間の

年平均成長率 予測約27%),リ モー トバ ッチが これに次

いでい る。 また ソフ トウエアサ ービス(売 上総額 の約3

分 の1を 占め る)に ついては,パ ッケージ販売が さらに

その内の約3分 の1と い うところでほぼ定着 してい るよ

うで ある。

一方,予 想 され るオフ ィスコン ピュー タ(現 在,西 欧

に約15(X)O台 設置 されてい る)、の発展や通信 コス トの低
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下 と性能向上は,将 来ユーザの 自社内処 理を促 進す る大

きな要因 となろ うが,こ れに対 し情 報処 理業者 としては

逆に オーバー フロー分 の外注(特 に ネッ トワー クのサー

ビスに期待)増 加,ソ フ トウエ アサー ビスの増大 とな っ

てはね返 って来 る と見てお り,全 体 として売上高は年平

均15～16%程 度 の成長が期待 されてい るよ うで ある。

な お,推 計 によれば西欧全体のEDP経 費 は1976年 に

約300億 ドル,内 外注費33億 ドルで あ り,外 注率11%と

な ってい る。(ち なみ に1975年 において,ア メ リカでは,

同328億 ドル対48億 ドル,外 注比率14.6%と い う数字 が

同 じ調査会社か ら報告 されてお り,情 報 処理の普及段 階

の差 が外注比率に反映 されてい るとみて よいのではなか

ろ うか)

② ユ ーザ オ リエンテ ッ ドの デー タベース,と 情報 処

理業者

アメ リカCSCは 周 知の よ うに通信衛 星を使用 して欧

州,南 アフ リカに及ぶい わゆるINFONETサ ー ビス

を展 開してい る最大手のサ ービス会社で あるが,イ ギ リ

スCSCは この ネ ッ トワー クを利用 して現在 イギ リスに

25社 にサ ービスしてい る。 その半数以上が多国籍企業で

あ り,ま た政府 も利用 してい るが,機 密保持 に対 しては

徹底的な対策 を講 じてい る。

CENTER・FILE(従 業 員600人,売 上高年650万 ポ ン ド,

ユ ーザ1,500社 に サ■一・・ビス)は,ウ ェ ス トミ ンスター

銀 行 の 子会 社 としての 関係 もあ るか と思 わ れ る が,

BUILDINGSOCIETY(個 人 住宅建築 資金 融資,全 英

に500社 あ り,内C・F社 は大 手75社 のFILE,250万 人

分 を受託)とSTOCKBROKER(全 ロ ン ドン115社 中 大

手25社 のFILEを 受託)に 対 してオン ラインでデータ

ベ ース ・サー ビスを行 ってお り,こ こで も機密保持には

二重の保 護手段を講 じてい る。 まt,CSC(コ ン ピュ

ータはシカゴセンターの ものを使用),SCICONと と

もに,コ ン ピュータは24時 間操 業で あ り,特 にNISサ

ー ビス業 にあ っては ,米 国のそれ と同様 マシ ンタイムの

フル活用はす でに経営の常識 とな ってい る。

次 に,情 報処理業の うちいわゆ る非(コ ンピュータ)

メ ー カ系 につ いて みる と,わ が 国同様申程度 以上の もの

に特 に大規模 ユーザか らの ス ピンアウ ト企業が多い。 い

きおい売上高 での親(親 元)企 業依 存度が高 くな るが 自

然の方向 として依存度の低減がはか られ,完 全な独立を

を想形態として努力 されるのが,一 般であろ う。(な お,

西欧全体の情報処理業総売上高中親企業に対する依存度

は17%で これは漸減傾向にある)SCICONは,こ の点特

異な沿革をもち,1960年 情報処理企業CEIRの 子会社

として発足し,66年 大手の顧客であったブリティッシュ

ペ トロリアム(BP)の 傘下に入 っナこ会社であるが,B

Pへ の依存度は当初の80%か ら,10年 後の現在10%と な

り,い わば営業上完全な独立を果した例である。

同社はまた,信 頼性,安 全性,拡 張性を経営の方針 と

しているが,デ ータベースの安全確保や防災対策,業 務

環境保全に徹底を期してお り,例 えば防火対策では表彰

を受けた とい う。

なお,経 営の将来については特に問題はないとしてい

るが,オ フィスコンピュータの発展や分散処理方式の普

及に対しては一応警戒 しているとい うことであった。

③ 業界団体

データベースの保有者が情報処理業者であるか,業 界

団体か,あ るいは公共機関であるかは一般にデータベー

スに対するニーズの発起者,デ ータベース ・サービスの

対象者がそれぞれ特定顧客,団 体構成員,不特定多数(公

共機関については,発 起者は多 くの場合行政機関)で あ

るかによるが,こ の ことはサービスの提供組織やその運

営方法に もあらわれている。業界団体の場合は会員制を

基本 とし(法 人格は,公 益法人または営利法人)経 営上

の必要やデータベースの性格上漸次第三者の加入を拡大

してゆくとい うのが一般的な方向のようである。

会員制の運用についても,そ れぞれの沿革に応 じ必ず

しも単一の形態ではない。IDC(国 際化学文献情報セ

ンター)は 前大戦後IGFARBENが 解体されてでき

たBASF,BAYERお よびHOECHSTの 化学特許情

報の総合化の要請 を契機 として設立されたが,現 在11社

(わが国では帝人が加盟)の 会員に対する分担金(年 間

予算13億 円の87%,な お残 り13%は 政府補助金)の 賦課

率は,各 社所属の化学技術者数によっている。またCA

TED(全 仏建築土木連盟によって設立された,土 木関

係技術援助資料センタ)で は経費の75%を 連盟 より(こ

れによ り連盟会員に対しては無料サービス),25%を 一

般事業収入(デ ータベース ・サービスの他,出 版,教 育
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等の事業による。将来50%に まで伸ばすことを経営 目標

の一つとしている)に よっている。

データベース・システムは多 くの場合,そ の開発費,

運営費に対して事業収入が遠 く及ばないとい うのが一般

の傾向であるが会員か らのコール数はどうであろ うか。

IDCで は原則 として磁気テープベースの情報提供であ

るが(会 員会社はそれぞれ大型データセンタをもってい

ることと,ア クセスアイテムの機密保持のナこめ,オ ンラ

イン検索を希望しない),ロ ーカルセンタまでをディス

プレイ端末によるオンライン,そ の先のユーザまでを電

話または郵送によっているCATEDで は,全 フランス

一日当 り200件(パ リ地区,同100件),年 平均4万 件

である。まナこNECKER病 院のDucrog教 授が中心 とな

って設立されたBIAMシ ステム(薬 品 自動データバン

ク。パ リ市内の医師,薬 剤師を会員とし,現 在は製薬会

社がスポンサーである。開発費 の 半分 は 政府補助)で

は,半 年間のフィジピリティテス トの結果か ら,年 間約

1万 件のインクワイアリ(開 業医,病 院,薬 剤師よりそ

れぞれ3分 の1)が あると推定しているが,将 来全フラ

ンスにサービスエリアを拡大する計画 である。 この 場

合,開 業医(フ ランス国内約5万 人)1人 当り年間40フ ラ

ンの負担で運営費を賄える計算であるが,医 師の 「情報

は無料」 という従来か らの感覚の払拭が大 きな課題だと

い うことであった。 このシステムでは,新 薬情報,副 作

用情報等が提供 されてお り,最 近の薬剤副作用に対する

訴訟問題か らこのシステムによる免責が考えられつつあ

り(こ のような状況に対処するためBIAMシ ステムで

は,最 近その提供情報に保険を付した),新 しいニーズ

の発生 として注目されている。

データベース ・システムでは,多 くの場合その開発,デ

ータ作成,R&D等 に多 くのマンパy・一を必要 とするだ

けでな く,高 度の専門家,技 術者の協力によらなければ

な らない。IDCは,職 員の50%が 化学者,10%が 数学

者であ り,CATEDで は20%が デPtタのインプット,

70%が ユーザサービス(顧客総数6,000社)の 専従者であ

る。また,BIAMシ ステムでは,10人 ないし20人の専

門家がパー トタイムでデータの収集,整 理に当り,7年

間を要してい る。こうした事情から,デ ータのインプッ

ト,ア ウ トプットについても.省 力化,・迅速化が大 きな

留意点の一つとなっており,例 外な くキーボー ドディス

プレイによる直接入出力方式が採用されている。(わ が

国においてもこの方式にもっと注目すべ きではないだろ

うか)

④ 公共機関

ZMD(機 械fヒドキュメンテーシ ョンセンター,わ が

国の国立国会図書館のコンピュータ部門を独立 させたよ

うな組織,年 間のデータインプットは約10万 件),EL

IS(環 境関係法規情報 システム,国 際自然保護連合I

UCN所 属機関であるボンの環境法規センターELCに

よって運営されている),CIDA(パ リ大学工学部所

属の化学,電 子の研究所である自動情報資料センタ,運

用システム名DARC)と もに,開 発経費の全額 と運営

費の全部(将 来は一部をユーザか ら徴収する)が 補助金

によって賄われている。即 ちZMDは 年間624万 マルク

を中央政府 と州政府の折半負担により,ELCはIUC

Nの 他西独政府の補助を うけ,まttCIDAは,開 発に

はIRIA,維 持にBNIST(い ずれも政府関連の特

殊法人)を スポンサーとして運営されてお り,ド イツ,

フランス両国政府の こうした基礎的な調査,研 究用デー

タベースの積極的な育成態度が うかがわれる。

また,こ れらの機関がいずれ も情報提供の方法につい

てオンライン指向である点が注目される。ZMDは,将

来全国16の 国立専門情報センター(医 学,化 学,原 子力

等分野別に特化している)と オンラインで結び,こ れを

申継 として最終ユーザにサービスする予定であ り,ま た

CIDAは,現 在CYCLADESに つながっているがさ

らにEURONETの スター ト(1979年)を 期待している。

これは,一 つにはデータの性格上,そ れが比較的短文で

あることと,何 よりもユーザのニーズが応答の迅速性に

あることによると思われるが,必 然的にコス ト的には極

めて高価な もの とな り,こ うした点もコマーシャルベー

スによれない理由の一端であろ う。

さらに専門家スタッフの協力を得るとい う点でも公的

機関の立場 とその援助は極めて重要である。ELCで は

130カ 国にわた り2万 の関係法令,判 例を20の カテゴリ

ー別にわけてキーワー ド,キ ーコンセプ トを作成(英,

独,仏 語)し,法 規の戸籍作 り,内 容の分析(各 国別,

分剛 に規制状況を即時に検索 できるようにすることが
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目的 である)を 行 っているが,19名 の ス タッフ申法 律専

門家は14名 であ り,必 要 に応 じ順 次各国 か ら出 向(現

在,日 本か ら1名)し てい る(な お,コ ンピュー タはデ

ュッセル ドルフのサー ビス業者の ものを使 用,ボ ンか ら

は,オ ンライ ン端末 で アクセス)。 分野 は異 るがZMD,

CIDAに つ いて も,国 内各機関か ら人材の積 極的な参

加 を得てい る。

デー タベースの前提 とな るデー タ作成に関連 して外国

語 の問題 も重要で ある。欧州各国では国内市場の限界 も

あ り,通 信線の発達 した現在,諸 種のサー ビス も国境 を

越 えて行われ る方向に あ り,サ ー ビス業者が各国に拠 点

を設 け,あ るいは外国企業 と提携,合 併 をす るの も基 本

的には同 じ事情に よる とい えよ う。従 って公共機関に よ

る大型 データバ ンクにおいて,特 に デー タの数 力国語翻

訳は(国 際間)広 域サ ービスの ためには必ず直面 しな け

ればな らない大 きな課題 とな ってい る。

西 ドイツ国防省のLEXICOGRAPHIC・INFORMA-

TION・SYSTEM(辞 書 編集情報 システム)は,コ ン

ピュー タに よる自動翻訳 につな がる もの として も興 味 あ

るシステ ムで あるが,上 述 の問題 と関連 して注 目に値す

る もの と思われ る。同省では,省 内用の外国文献(英 語

70%仏 語10%ロ シ ア語10%)と して年間25万 頁 の翻訳 を

行 ってお り(経 費2,500万 マル ク),こ の システ ムは,

用 語の定義統一 を主な 目的 としてい るが,750人 の翻訳

スタ ッフ(内300人 は 大学教授)と 膨 大な コス トの節 減

の ため,数 年後 を目標に 自動翻訳 システムを完成 したい

としてい る。(開 発 コス トは,こ のLISの 約20倍 に な

る とい う)

(6)各 国 の振興対策

西 ドイ ツ政 府はデー タベ ース(あ るいは広 く ドキュメ

ンテー シ ョン)の うち,パ ブ リックな ものに対 しては,

開 発,維 持運営費の全額 を政府(多 くの場合,州 政府が

これに加 わる)負 担(一 部利 用者か ら,実 費徴収す る場

合 もある)と し,プ ライベー トな ものについ て も,重 要

性 に応 じ40～50%の 補 助(例 えば業界団体)を 行 うこと

としてい る。

具体的な実行は,一 般分野については特殊法 人IFD

(ド キ ュメンテーシ 。ン研究所)を 通 じ(補 助のための

年 間予算 は1,700万 マル ク),特 殊 分野,例 えばエネル

ギー関係 は完全 に政府 サポー トで,ま たビ ッグプロジ ェ

ク ト即 ちベー シックリサーチについ ては マ ックス プラン

ク,個 別 的な ものは,バ ッテル研究所等 とコン トラク ト

ベースで直接実施 している。

IFDは,① ドキ ュメンテーシ 。ンに関 して,国 際的

立場 で調 査,指 導(WATCHING,OBSERVATION,

MONITORING)す る こと,②INFORMATIONFA-

CILITIES(OFFICE,研 究所,コ ンピュー タ等)の 設

置並 びにその維持,運 営 をサポー トす る ことを目的 とし

て政府,産 業界の協議の結 果,1961年 に設立 され た機関

で あるが,援 助の対象は諸 施設のほか,要 員研修,RE-

PRODUCTION(フ ォ トコピー,フ ・fルム等)な どを

ふ くみ,ま た一般 コンサル タン ト,政 府への ア ドバ イ

ス,渉 外事項の アレンジな ど広 く関連 事項 を カバーす る

よ うにな ってい る。

ところでIFDが 研 究技術省の施策の実施機 関的な性

格 を もってい るの に対 して,フ ランスのBNIST(科

学 技 術情報振興機構,特 殊法人,科 学技術関係 の ドキ ュ

メンテーシ 。ンの取得お よびその 自動化一 コンピュ一

夕リゼー シ 。ンー に対す る財政援助を主 目的 とす る)

は,行 政所 管の横割機能 を期待 して設立 された比較 的新

しい試 みであ る点 に特色が み られ る(1973年 設 立)。 即

ちBNISTの 理 事会 は,産 業省,大 蔵省,外 務省,大

学庁,防 衛庁 の代 表各1名 と,科 学 技術 関係専門家1名

の計6名 で運 営 されてい るが,そ の意 図する ところは で

きるだけ広い角度か ら総合的に情報化 を促進 する ことに

ある としてい る。(但 し,予 算配布 は産 業省経 由)

ま た,ド イツ,フ ランス両国 の各振興機関共通の方針

として関連事項 を巾広 くとりあげて,い わば きめ細か く

サ ポー トの対象 としてい る点が注 目された。
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システム化の実現へ一歩

コ ン ピ ュ ー タ に よる輸出書類処理の実験

「総合貿易情報 システム調査研究」 より

当協会の総合貿易情報システム調査委員会では,か ねてか ら,貿 易関係業界におけるデータ

共用による輸出業務のデータ・フプイル作成,運 賃計算書類作成等を処理するシステムについ

て,調 査研究を実施してきている。昭和52年 度作業は,貿 易データ共用の実用性を検証す るt

めの,モ デルシステムの設計プログラムを作成 して実際のデータによる,実 験を行った。その

実験の成果概要をここに紹介する。なお,詳 細については,近 く発行される予定の調査報告書

を参照 されたい。

ハ

⑩1

1.作 業の経過

昭和52年 度の第1回 「総合貿易情報 シス

テム調 査専 門委 員会(COTIS専 門委 員会)」

において,52年 度 の作業計画 の 一ーー一・つ と し

て,51年 度 において実施 した総合 貿易情報 ㍗

シス テムの調査研究 か ら 、想 定 され る第2

貿 易情報 システム、に関 して実際に これを

実験 システムに構築 し,実 用化 を図 ること

が決 定 されテこ。 この 「第2貿 易情報 シス テ

ム」 は,輸 出者におけ る貿易取引契約の あ

とか ら船積 にいた る一連の手続に関わ る情

報 システムであ って,COTISが シ ステ ム

化の最重点 として採 り上げナこものである。

この決定 に もとついて,昭 和52年6月24日,第2貿 易

情報 システムの モデル を構築す るた めの小委員会を発足

させ るとともに,直 ちに作業 を開始 し,作 業後に2回 の

シ ャ ドー ・プレー-Ptよ ぴ公開実験を行 っte。 昭和53年1

月31日,最 終的な システム総合 テス トを終了 し,本 モデ

ル ・システムの完 成を見るにい たった。

2.実 験 システムの概要

ω システムの目的

貿易情報システムの実験システムは,コ ンビ一夕・シ

ステムの利用を前提 とした貿易関係書類作成事務の合理

実験システムのデモンス トレーション風景

擁欝、

㌶

化と,貿 易関係業界相互関係での共通データの有効利用

を目的とするものである。すなわち貿易輸出に関する書

類作成業務において,情 報発生源における1回 のデーt多

入力により,こ れを企業や業界の内部において繰 り返し

利用すると共にこのデータの集合に自己の業務に必要な

情報(デ ータ)を 各企業(ま た業界)ご とに順次追加入

力 し,以 降の他の企業(ま ナこは業界)に 提供する。時に

は,原 データや加工情報を相互にフィー ド・バ ックして

有効利用し,それぞれの業務の合理化を図 り,メリットを

互いに享受することを目的とした実験システムである。

{2}シ ステムの範囲

この実験システムの適用範囲は貿易にかかわる輸出者
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図一1実 験システムの概略

(Shipper),海 貨 業者(Forwarder),船 会 社(Carrier)

の三 業界 を主体 とした輸出業務に限定す るとと もに,輸

出者の取引 きにおいて,輸 出の契約が成立 してか ら,船

積 み,船 荷証券(B/L)作 成 発行 までの,船 積書類作成

を中心 としたシステム として設計 した もので ある。

図一1は,こ の実験 システムにお ける,そ れぞれの企

業または各業界の処理業務の概要 を図示 した もの で あ

る。

また,こ の実 験 システ ムにおける業界相互 間で受 け渡

しす るデー タの伝送 方法 につ いては,相 互に手交 す る方

法 で,媒 体 としては一応磁気 テープまたは フロ ッピデ ィ

ス クを使用す る もの,お よびオンラインまたはオフ・ライ

ンによるデ ータの伝送が あ り,こ れのいずれで もよい。

実験では装置の関係か らフロッピ ・デ ィス クを使用 し

た。

㈲ システムの処理概 要

実験 システムの輸出者,海 貨業者,船 会社,に お ける

具体的な処理 内容は次の とお りで ある

① 輸 出者(図 一2プ ロセス ・フロー(輸 出者の処 理)

参 照)

-21一

① 輸出 者の処理

C/1デ ータ

(1漸 規登 録

(2)テ'一一タ{1膓1ピ

(3)デ ーータM,hl「

(4)肖ljF余

コー ド・

マスク

(1)デ ー タ修IE

(2)デ ー タ追1川

(3)削 除

F

」
チフス七口ブ

へ

2

者

一

ぱ

図

.海
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②海貨業者の処理
輸出者から

u

画
㍊繍SE-,。,→ ・類

。fl,,。訪

1)Weight入 力 ・修IL

(2)Accessaryの 人JJ'修iE

(3)B/L品 名 の追 加lfltSil:

(4)総 梱 包 数 の 入 力 ・修ll:

s〈1タ

③船会社の処理

④海黄業者の2次 処理

海貨業'者より

;惚 「タ

へ社

↓

会船

輸出契約の成立お よび商業信用状(L/C)の 接 受

の後,次 の各書 類の作成に必要な データを入力 して書

類 を作成す ると共に,海 貨業者が必要 とす るデータを

蓄積 して,こ れ を海貨業者に提供 する。

・コマーシ ャル ・インボイス(C/1と 略)

・シッビング ・インス トラクシ ョン(S/1と 略)

※ ・銀行用E/D

※ ・パ ッキング ・リス ト(P/Lと 略)

※ ・保 険申込書(1/Aと 略)

上 記書類の うち※印の書類 については時間的理由か ら

実験対象外 としナこ。

② 海貨業 者(図 一2プ ロセス ・フP-一(海 貨業者の処

理)参 照)

第1次 の処 理は,ShippingOrder(S/O),Export

Declaration(EID)forCustomsの 作 成の ため,輸

出者か ら入 手 したC/1お よ びS/1の デ ータに,検 量

業者 よ り入手 した貨 物の重量 ・容積等の必要 データを

募編 一タ

(B/L)

追加入力 して,S!Oお よびE/Dを 作成すると共に,

B/Lの 運賃計算に必要なデータを蓄積してこれを船会

社に提供する。

第2次 の処理は,船 荷証券(B/L)お よび,ド ック

・レシー ト(D/R)の 作成で海貨業者は,船 会社に提

供 した(S/O)デ ータか ら船会社が行な うB/Lの 運

賃計算結果をB/L運 賃データとしてフィー ドバック

してもらいB/Lお よびD/R等 を作成する。(図 一

3)

③ 船会社(図 一2プ ロセス ・フロー(船 会社の処理)

参照)

海貨業者より入手したS/Oデ ータをもとに,B/L

ごとに運賃計算を行い,フ レー ト・チェック ・リス ト

を作成するとともに,こ の結果をB/L運 賃データと

して海貨業者にフィー ドバックする。

以上各業界 ごとの処理についてその概要を示したが,

現状は商慣習上の問題等があり,コ ンピュータ化し難い

点 も多々ある。本実験システムの目標である極力実態に

合い,か つ実現可能なシステムの設計を行 うとい う命題

を満たすため,下 記前提条件を設定して作業を進めた。

一22一

・ 融 融'膓 土 。シ ヘ

へ … 認 識 細
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図一3ド ック ・シー トの例

〔前提条件〕

①CommercialInvoice(C/1),ShipPinglnstruc-

tion(S/I),ShippingOrder(S/O),Billof

Lading(含 むD/R,S!A)(B/L)は 原 則 として

一対一 に対応 してお り,分 割お よび合併等 はない もの

とす る。

② 貨物の検量 にかかわ るデ一一タ(S/Oス リップデー

タ)は,S/OまtはB!L1件 単 位にま とめて入手 し,

②

一23一

入力するものとする。

③ 荷印(Marks&

Numbers)の 入力およ

び帳票上への出力。

現状においては,図

形および特殊文字等の

荷印を実際に各帳票上

にコンピュータ処理し

て表示することはほと

んど不可能である。実

験システムではこれら

の図型および特殊文字

を文章記述 して入出力

するものとする(例 参

照)。

(4)デ ィス プ レイ 画

面,フ ァイルプログ

ラム等

実験システムで作成し

た,デ ィスプ レ イ 画面

数,フ ァイル種類,プ ロ

グラム数,延 作 業 人 時

は,次 に示すとお りであ

る。

① 入力およびデータ訂

正画面一14画 面

・C/1デ ータ入力

/訂 正用5画 面

・S/1デ ータ入力

/訂 正用5画 面

・S!Oデ ータ入力

/訂 正 用1画 面

・B/L運 賃 計算用入力/訂 正用3画 面

フ ァイルの種類

・コー ド.マ スター.フ ァイル

・C!1フ ァイル

●S!1フ ァイノレ

・S!Oフ ァイル

・B/L(D/R,S/A)フ ァイル
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〔例〕

図 型 マー ク WORD工NG例

①N.K. ANGLOS-CORP.

⑳ INDIAN.K.ABOVE

MONTREAL

MONTREAL C/NO128/138

C/NOl28/138

②

s
DESIGNEDS,SUZUKI

INBOX

CIHCAGOVIASAN

SUZUKI FRANCISCO

ClllCAGO C/NOU1/222

VIASANFRANC正SCO MADEINJAPAN

C/NO111/222

MADEINJAPAN

③ HA(JAPANESELETTER)

ば
INCIRCLE

SANFRANCISCO

C/NO123/335,

SANFRANCISCO
C/NO123/335

・フ ォ ー マ ッ ト ・コ ン ト ロ ー ル ・フ ァ イ ル

③ プログラム数

・入力関係

・ファイル関係

・運賃計算関係

48本(54,000ス テ ップ)

6本(6000ス テ ップ)

6本(2000ス テ ップ)

24本(40,000ス テ ップ)

(但 し実験では2本 …2航 路分 のプ ログ ラ ミングし

か行わなか った。)

出力 関係6本(6000ス テ ップ)で ある。

また これ らに要 した作業 は1,653人 時 である。

システム分析仕様検討

システム設計

プログラ ミング

単体テス ト及び総合テス ト

テス ト結果検討および修正

ドキュメン ト作成

424人 時

176人 時

726人 時

197人 時

80人 時

50人時

CRT
CONS6L

Disk

9.8MB

CPU

64KB

NEAC100-J

図 一4機 器 の 構 成

3.実 験 システムの結果

(1)実 験の概要

計 1,653人 時

本実験システムの実験を53年1月15日 および53年1月

31日 の2回 にわた り行 ったが,そ の概要は次のとお りで

ある。

① データ

実験に使用したデータは,メ ーカおよび商社において

実際に発生しtcデ ータ約30件 を入力 した。また,運 賃

計算の料率は,欧 州コンテナ航路のものを使用 した。

② ハー ドウエア

実験に使用したコンピュータおよび端末機は

・NEACIOO-J64KB

・コンソールCRT(640字)

・ディスク9 .8MB

・フロッピー ・ディスク

・入力端末CRT(1920字)

・ライン・プリンタ(200)

・シリアル ・プリンタ(40)

である。(図 一4)輸 出業者,海 賃業者及び船会社の

入力分担(処 理分担)を 明確にするため,業 界間での

データの受け渡 しにフロッピ・デ ィスクを使用し,デ

ータの抜 き出しとディスクへの出力を実際に行い,業

界間でのデータ交換を想定して実験を行った。

③ 実務における各帳票出力は,連 続用紙,単 票の2種

が使用 されているが,実 験では使用した印字機の制約

から出力帳票の様式制御は単票を前提 として行った。

また,各 帳票 ともに会社によって帳票様式が異なる

ことを考慮 して,帳 票様式制御マスター ・ファイルを

作成し,こ れに各帳票の様式を登録し,ヂその様式を指

定することにより自由に出力帳票の制御ができるよう

にした。

(2)実 験の結果

実験は2回 にわたって実施し,各 帳票作成に要した時

間データおよび共用データ項目は次の とお りである。

① 書類の作成 一

一24■ 一一

・∨
'セ".ぷ"～ 戸 二 八『
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(i)C/1の 作 成

・C/1デ ー タの入力 に要 した時間:平 均5分30秒

・C/1の 印字 出力に要 しt時 間:45秒

(ii)S/1の 作 成

・S/1デ ー タの入力 に要 した時間:平 均3分15秒

・S/1の 印字 に要した時間:50秒

(iii)S/Oス リ ップ ・デー タの入力 に要 した時間:

40秒

(iv)D/Rの 作 成

・運賃計算 ・データの入力 に要 した時間:平 均1分

15秒

・運賃計算 ・チェ ック リス トの作成 に要 した時間:

35秒

・D/Rの 印字 出力に要 した時間:50秒

以 上に よ りC/1デ ー タの入力 か らD/R作 成 までの

延時間は,13分40秒 で あった。

(2)共 通 デ"一口タの利用について

本 システムの主た る目的で ある各帳票 に必要 な各項 目

(デ ータ)の 有効利用の点か ら見 ると,実 験 の結果 は,

(i)C/1作 成 用に入力 しテこデー タは39項 目 で あ

る。 この内S/1の 作 成に利 用 されたデー一夕は,

22項 目

(ii)S/1作 成 のtめ に追加入力 しtcデ ータは39項

目であ る。 またS/Oス リップ ・デー タとして入

力 した項 目は15項 目である。

(iii)C/1,S/1お よ びS/Oス リ ップ ・デt-一・タ と

して入力 したデータは延93項 目で ある。 こ の 中

D/R(B/L)に 利 用 されたデータは48項 目であっ

た。

すなわ ち

①S/1作 成 のた めに有効利用 され たC/1の デ ータ

項 目は,56.4%

②D/R(B/L)作 成 の ために有効利用 され たC/1,

S/1お よ びS/0ス リ ップ ・デ ータの項 目は,51,6%

で あ った。

なお,実 験,シ ステムにおいては,船 会 社の入力 する

運賃計算,デ ータ として21項 目を あげtが,こ れ らの デ

ータの大部分は運賃計算 プログラムに よって 自動的 にデ

ータがク リエイ トされる もの であ り,実 際 にシステムを

導入する場合にはごく僅かな項目を入力すればよいこと

にな る。

4.ま とめ

昭和47年 以来"総 合貿易情報システム、について調査

および研究を行って きたが,さ らに昭和51年 度の事業 と

して,よ り焦点を絞って 、第2貿 易情報システム〉の具

体的な調査研究を重ね,こ れまでの調査研究の総括 とし

て,52年 度の事業にss第2貿 易情報システム▽の実験シ

ステムの設計と実験を行うことにな った。そこで,52年

6月 にシステム小委員会を発足 させ,鋭 意作業を進め,

ここに一応の完成を見たわけである。

これまでのシステムに開発作業および実験を通じて種

々問題点が具体的に浮彫 りにされた。

たとえば

① それぞれの帳票上の各項 目が,項 目名は同じでも記

述の方法がまちまちであり統一性がない。

② 同 じ書類でありなが ら,そ の形式が各企業(会 社)

ごとに異なってお り,ま た同一企業内でも取 り扱 う商

品(品 目)に より書類を使いわけている。

③ 運賃同盟 ごとに海上貸物運賃が異なるとともに,そ

の体系および計算方式が非常に複雑である。また,運

賃 タリフやそのルールが頻繁に変更 される。

④ その他商慣習および法的な制約による問題

等々多 くの問題を含んでいる現状において,い くらか

でも業務の合理化および費用の軽減が図れるシステムの

開発が急務であることを痛感すると同時に,本 実験シス

テムがさらに関連業界に広 く認識され,実 際にシステム

化して行 く上で,何 がしかの参考になるもの と確信する

ものである。

今後は本システムをより現実的に改善し効率のよい汎

用システムとして業界に広 く役立つ ことを期待するもの

である。}

(総合貿易情報システム調査研究 ・輸出書類作成実験シ

ステムの作業報告より)

一一25-一
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一 第4回 会員例会講演より

職能別に細分化 市場も急成長

一 米国におけるター ミナル市場の動向－

QuantumScience社 社長

Dr.MirekJ.Stevenson

当 協会 で は,さ る2月24日 第4回 賛 助 会 員 例 会 を開 催 し,米 国 の 著 名 な 調 査 会 社 で あ る

QuantumScience社 のM.J.Stevenson社 長 を招 き講 演 して も ら っt。 これ は,そ の 講 演 の

うち1980年 代 な か ばに いtる 米 国 の コ ン ピ ュー タ ・ター ミナ ル市 場 の 動 向 に 関 す る 部 分 を 抄

訳,編 集 し た もの で あ る。

このな か で 同 氏 は ター ミナ ル の 市 場 を①usernon・programmable,②userProgrammable,

③specialPurposeの 三 つ に大 別 し,今 後,大 きな 期 待 が か け られ るの はuserprogrommable

タ ー ミナル で あ り,さ らに は 専 門 家 向 けに 分 化 したspecialpurposeの ター ミナ ル市 場 で あ る

とのべ てい る。 今 後,米 国 の タ ー ミナル 市 場 へ 参 入 を も くろ む企 業 に とっ て氏 の講 演 に は 多 く

の示 唆 が こめ られ てい る と思 わ れ る。

ひ

1.今 後 のター ミナル市場の概観

コンピュー タ ・ター ミナル市場の今後の傾向 として最

も重要な ことは,こ の市場 は今後1980年 頃 まで伸 び続 け

1976年 に は出荷が230億 ドルだ っtcも のが1979年 に は320

億 ドルへ と成 長す るが,そ の後,成 長 が鈍化 し80年 代 に

は頭打 ちにな ってしま うとい うことである。

すなわ ち,現 在 製造,販 売 されているよ うな種類の タ

ー ミナルは設置台数
,出 荷台数 は増 えつづ けるが,出 荷

金額か らみテこ場合,成 長 は沈滞 し1980～82年 の期 間は横

ばいの状態 が続 くであろ うとい うこ とで ある。 これ らの

ター ミナル市場 に見 られ る主要な傾向は

① ユーザ ・プ ログラマブル ・ター ミナルの増加

② デ ィスプレイ方式への転換

一 この ことはテキス ト・エデ ィテ ィング機能 を統合す

ることに よ り決定 的 とな り,デ ィスプレイ ・ター ミナル

が主流 とな る。

③ ター ミナル市場 で最 も将来性 があるのは専用 ター ミ

ナルの分野 であ り,こ れは後 で説明す る専門家向 けの多

重機 能ユ ーザ ・ワーク ・ステーシ ョンに最 も近い もの と

いえ よう。

すな わち1980～82年 期 以後 に も成長す るのは銀 行の窓

口用 ター ミナル とかPOS用 タ ー ミナルの よ うに,単 純

な ハー ドウェアではな く,特 定の職業を持つ人 々を対 象

としtタ ー ミナルの分野 であろ う。(図 一1,2参 照)

2.将 来の専用ター ミナル市場

(1)POS

現 在 予測 されている ところでは小売業用の キ ャッシ ュ

レジスタは1982年 には総数 が300万 に達 する とみ られて

い るが,そ の半数は依 然 として メカニカル ・キ ャッシ ュ

レジスタであ り,残 りの半分つ ま り4分 の1は オ フライ

ンの電子 キ ャッシュレジスタであ り残 りの4分 の1が コ

ンピュ一一タに直接 にオン ラインで接続 されてい るPOS

タ ー ミナルである。 この ことはPOSタ ■一口ミナルに よっ

て市場の25%が 占 め られてい るにす ぎない こ と を 意 味

し,1985年 ま で依然 として成長のr途 をた どるとみ られ

ている。

(2)テ ラーズ ・マ シン

バ ンク●テ ラー・トランーザ クシnン ・ター ミナルは1980
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1976年 総・i「230億Pレ1982q流1卜320億 ド,・

図 一1タ ー ミナ ル市 場 の 推 移(機 能 別)

19764三 総1訓230i意 ド;レ
19821ttme:'i'320{意 ドノレ

図 一2タ ー ミ ナ ル 市 場 の 推 移(業 種 別)

年か ら81年までは急速な成長が続 き,そ の後横ばいとな

るが,そ れはこの頃までにほとんどの商業銀行が自動化

を完成することを意味している。これ ら二つのター ミナ

ルの成長の原動力はPOSタ ー ミナルに関しては労働 コ

ス トの削減であると同時に商品に関する情報を管理する

ために情報生産を自動化するニーズがあるからである。

バンク・テラー・ターミナルに関しては商業銀行には貯蓄

銀行 とか貸付銀行 との競争上,自 動化しオンライン化を

進めざるをえない とい う背景がある。すなわち,貯 蓄銀

行とか貸付銀行は以前には預金者に対して小切手サービ

スをすることがで きなかったが現在ではそれが許可され

ている。しかも,こ れらの銀行は伝統的にコンピュータ

利用指向であり窓口の80%は すでにオンライン化されて

いる。そこで商業銀行も,こ れらの銀行に対抗 して同じ

ようなサービスを行わざるをえないとい うわけである。

(3)ク レジ ッ ト・オ ーソライ ゼー

シ ョン

クレジ ッ ト・オ ーソライゼー シ ョ

ン(ク レジ ッ トカー ド照会 システム)

は1976年 には2.6%に す ぎなか った

もの が1982年 には5.8%に ま でその

重要{生を増加 してい る。

これは クレジ ッ ト・カー ドの数量

が今後継続 的に増大 して 行 く こ と

と,不 注意な カー ド利用 によ り,カ

ー ドの紛失 事故件数 が増 加 す る こ

と,そ れに伴 ってオン ラ ・fン に よ

り,カ ー ドの信用状況の チェックが

必要 とな る ことを意味 してい る。 こ

の市場 も1982年 に な って も飽 和状 態

に達せず,1985年 ま では成長 がみ こ

まれ る。

3.将 来の専用 ター ミナル

に求められる機能

(1)ユ ー ザ ・プ ログ ラマブル

現在のPOSタ ー ミナルはユーザ

・プ ログラマブルではないが ,将 来

は特定の商品の特定 の店 もし くは大

きな店舗 内の一部 門 とい った特殊な必要条件 に合 わせ た

プログ ラ ミングが要求 され るよ うにな る。銀行用 ター ミ

ナル もPOSタ ー ミナル も共 にハー ドウェアの面か らは

これまで参入 し難 い市場 であったが,今 後は こうした タ

ー ミナルのための ソフ トウェア ・システムの供給が有望

な市場 となろ う。.

と くにPOSタ ー ミナルがユ・一ザ ・プログ ラマブル ・

シス テムの方向へ移行 し,個 々のユーザの要求 に合 せた

し

カス タム ・テー ラーの ものにな り,銀 行用 のター ミナル

がオ ンライ ンの環境 の中で得 られた情報 をよ り多 く利用

する方 向に移 行して行 った場合 に,ソ フ トウェアの重要

性 が増 すであろ う。

(2)テ キ ス ト ・エデ ィテ ィング

最近 に現 われ て きた新 しい傾向は テキス ト・エデ ィテ

ィングである。 テキス ト・エ ディティング とは英語 で書

一27一
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かれナこテキス トを操作,移 動,修 正,も し くは処理す る

ことで あるが,こ れがやがて市場 の3分 の2を 占めるよ

うにな り,1967年 の13億 ドルか ら82年 の23億 ドル にまで

成長す ると予測 されてい る。

過去 には タイ プライ タとか複写機な どは,コ ン ピュー

タか らはか け離れた ものに考 え られていナこが,今 後5年

くらいの あいだに米国市 場で も,ま た欧州市場 では一段

と,デ ー タ処理 とテキス トの アプ リケーシ 。ンの統合が

行 われ,す べ ての メー カはテキス ト・エデ ィテ ィングに

ついて詳細 な知識を持 た ざるをえな くな るであろ う。

これはデー タ処理 のハー ドウェア とサー ビス会社 につ

いて もい えることで ある。サー ビス会 社 もこの傾向 につ

いて よ くわ きま えておかねばな らない ことを とくに強調

してお きたい。 なぜ か とい うと新 しく登場 して くるスモ

ール ・ビジ ネス ・システ ムのために書かれ ているOSが

データ処理用ばか りか,す でにテキス ト・エデ ィテ ィン

グの機能 をも包含 す るようにな って きてい る か らで あ

る。事務処理 と事務所向 けの テキス ト・エデ ィテ ィング

の機能 を一緒に した最初 のOSが 次の四半期 中に発表 さ

れ るであろ う。 これは とくに製造 業,物 流 それにプ ロフ

ェ ッシ ョナルなサー ビス ・アプ リケーシ ョンに適 してい

るよ うに思 われ る。 そして これは単一 のデータベースを

伴 った単一のオ ペレーテ ィング ・システ ムであ り,特 定

の産業の ためのすべてのニーズを満足 す るよ うに設計 さ

れている。

そ して これまでのタイプ ライタ もし くはプ リンタ指向

の プロダ ク トが,1976年 に は出荷の60%を 占 めてい ナこの

に,1982年 に は スタン ド・アローン もし くはシェアー ド

・プ ロセ ッサ ,も しくは低価格の エデ ィティング ・ステ

ー シ 。ンな どとしてのデ ィス プレイが50%以 上 を占める

よ うにな る。 これ らのシ ェア ・プ ロセ ッサ ・システムの

主た る供給 者 としては,DATAPOINT,FOURPH-

ASEな どが あげ られ るが,そ の供給は現在の全出荷市場

の4%以 下か ら,約4倍 の16%強 に まで成長す る と予測

されてい る。 こうしたシ ェアー ド・プ ロセ ッサは今後5

年 間の あいだに事務所 内での デー タとテキス トの アプ リ

ケー シ ・ンの統 合に重要 な役 割を演 ず るであろ う。 した

が って今後,ハ ー ドもし くは ソフ トの供給者 として米 国

の市場に働 きか けようとす る場合 これまで よ りはるか に

大 きな潜在顧 客が あることに期待 がかけ られ る と 同 時

に,米 国市場にお ける激 烈な競争 に生 き残 った強大 な競

合会社が待 ち うけてい ることも覚悟 しなけれ ば な らな

いo

(3)職 能 別の多重 化機能(ワ ーク ・ステーシ ョン)

将 来の ター ミナルの進化 の基本 的な形態 は単一機能の

ター ミナルか ら職能別 に分化 した ワー ク ・ステーシ ョン

への移行で ある。

これには5種 類考 えられ る。 すなわ ち幹 部役 員用,管

理職用,専 門職用,事 務 用そ して編 集用であ り,そ れぞ

れ,さ らに細分化 され る。た とえば管理職用の もの は秘

書用 とか プ ロジェ ク ト・マネージ メン ト用 の もの が あ

り,専 門職用 には建築家用 とか法律 家用の ものがあ る。

(図 一3参 照)

ワー ク ・ステーシ ョンにはい くつかの重 要な特色 があ

る。 すなわち現在の テキス ト・エ ディング用 とデー タ処

理 用の ター ミナル にみ られ る機能(デ ィス プレイ,キ ー

ボー ド,ロ ーカルの マイクロ ・プロセッサ,ス トレッジ

な ど)の ほか,普 通の電話 との インター フェース,場 合

テ キ ス ト・エ デ ↓テ ィン グ

、1..タ イプ ラ でタ

フ ロセ ツ サ

ス モ ー ル ・

ビ ジ ネ ス ・

シ ス テ ム

コ ン ピュ ー タ ・

ター ミナ ル

・ユーザ の変 革

・多重機能化

●戦略の高度 化

図一3タ ーミナルの進化
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に よっては図形の伝送 が可能な広帯域の伝送機能 を も備

える。

それに特定の専門分 野に合 わせて特 殊機能を処理す る

ためのキー(specialfunctionkeys)が 付加 され る。

さらに重 要な ことは音声記録装 置 と口述用装 置,そ れ

に電話 とを統 合したよ うな装置 を備 えている こ と で あ

る。 このよ うな装置は将来,電 子郵便 が普及 した場合 に

は重要な役割 を果すで あろ う。ま た音声 認識の機能 もつ

くであろ うか ら,こ れを用いて話 し手 を識 別 し,フ ァイ

ルに アクセスす る者 を管理 し,シ ステムの セキ ュ リテ ィ

を維持 する ことがで きる。やがては これが単純な フ ァイ

ル検索な どを可能にす るボイス コン トロールへ と発展す

る ことも考 え られ る。

プ リンタ も,そ の ワー ク ・ステーシ ョンが用 い られ る

場 所に応 じてた とえば,そ れがオフ ィスの 中に置か れ る

とすれば ノン ・イ ンパ ク トの静かな ものが選ばれ るよ う

にな る。

これ らの多様 な ワー ク ・ステーシ ョンでの個別 的な差

異 は メモ リーの大 きさ,処 理形態,デ ィスプレイのサイ

ズ とか構成 の仕方な どの違い である。

そ こで,こ の分野 に対 して供給者が とるべ き戦略 の一

つ はモジ ュール ・アプ ローチであろ う。 日本の メー カに

とって この ワーク ・ステーシ 。ンの市場は重要で,す ば

らしい機会 を提供 して くれ る もの と思われ る。

なぜな ら多数の従業員をかかえ る顧客 の階層 ないしは

デ ィスプ レイ

口述装置 高こ声 ス トレ ノジ 特殊機能 キー
リム ーバ ブ ル・

ス トレ ッ ジ

電 話 キー ボー ド

プ リンタ

処 理装 置 ・記憶装;8い イ ンタ ー フェー ス

1. 広帯域回線

電話回線網

図 一4多 重 機 能 ユ ー ザ ・ワ ー ク ・ス テー シ ョ ンの 構 成 例

多様な専 門家 グル ープに焦点 を合 わせてマーケテ ィング

をすれば よいか らであ る。

銀 行窓 口用の ター ミナルやPOSタ ー ミナルな どは,

こ うして成功 をお さめた好例 といえ よ う。

た とえば建築家用の ワー ク ・ステーシ 。ンはフル ・ペ

ージ ・タイプのグ ラフ
ィック ・デ ィスプレイが必要 であ

るし,構 造 計算 な どかな り高度 な計算 を行 うための プ ロ

グ ラムが直接 内蔵 されている ことが必要 である。 それに

設 計図な どの図形 を描 くための ノン ・インパ ク ト・プ リ

ンタ も必要 とな る。

これ とは対称的に法律 家用のそれは計算 能力 は,そ れ

ほど必要ではないが書類の1AO-.ジ を映 し出す フル ・ペ

ー ジ ・ス ク リー ンや書類の フ
ァイルに アクセスする特殊

な機 能,ま た口述 が多用 され るところか ら普通の もの よ

り高度 なデ ィクテーシ ョン ・インター フェースが要求 さ

れ るであろ う。

さらに顧 客な どに関す る情 報を入 れてお くための ロー

カル ・ス トレ ッジや,契 約書な どの書 類をすばや くプ リ

ン トアウ トす るためのス ピー ドの速 い ノン ・インパク ト

・プ リンタが要求 されるであろ う
。(図 一4参 照)

ま た米 国では電話機器 と電話交換網 を接続す ることに

つ いては,な ん らの制約がないの で電話を直接 ター ミナ

ル に組込む ことに よって特 定の場所におけ る電子郵便 の

機能 を持たせ る ことが可能で ある。 これは1980年 代 の初

めには普及す るで あろ う。

米 国にお けるこの種の ワー ク ・ステーシ ョ

ンは1985年 ま で金額に して530億 ドルに達 す

る と予想 されてい る。

この ことは1982年 に な って ワー ク ・ステー

シ ョンの市 場は飽和状態 に達せず,か つての

ター ミナル と同 じよ うな成長率で伸び続 け る

ことを示唆 してい る。
、

4.ま とめ
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以上 これまでのべたことをまとめると

1)テ キス トとデータ処理のアプリケーシ

ョンとは合流しつつあ り,こ の ことを十

分理解せず製品の統合をはかろ うとしな

い企業は,こ こ5年 位で市場での競争力
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を失 うこ とにな るで あろ う。

2)事 務所や会社な どで シス テム ・アプローmチが とら

れ るよ うにな る。すなわ ちシェアー ド・プロセ ッサ

とかテキス ト・エデ ィティングとか小型の ビジネス

マシンな どが,そ れ ぞれ スタン ド・アロー ンの機器

として使 われるの ではな く通信回線で一つの システ

ムに統合 されてい くであろ う。

3)電 話機,タ ー ミナル,デ ィクテーシ ョンの よ うに

現在 の ところはハー ドウェア指向の プロダク トが専

門家指 向の もの に統合 されてい く。つ ま り,あ る特

定の職業を持 つ人のために とくに設計 され た もの と

な る。 これは設 計上 およびマーケテ ィングの観点か

ら,こ れまで とは異な るアプローチが要 求 さ れ る

が,同 時にまた新 しい機会 がある ことを示唆 してい

る。

4)新 しい技術 がシステムの構成,仕 様 を根本的 に変

え るであろ う。 た とえば通信衛星や光 フ ァイバ ー通

信の登場 に よって社 内システムばか りか コン ピュー

タ界全 体がグ ラフ ィック ・コ ミユニケーシ 。ン指向

の ものにな ることが考 え られる。

この よ うな情 報処 理 システ ムとサー ビス事業 の環境は

大 きく変わろ うとしてい るが,こ れはまた多 くの新 しい

アプ リケー シ ョンとシステ ムとを生み出すであろ う。

われわれは競争 が激 し く,し か も急速 に飽和状態 に達

しよ うとしてい る既 存の市場 よ りも,む しろ こうした新

しい市場に 目を向 けることを考え るべ きでは な か ろ う

か。(文 責.聯)●

◇MirekJ,Stevenson博 士 の略歴 ◇

チェコスロバキア生れ。

コロンビア大学物理学科を卒業後1958～1963年 にかけてIBM

Researchに 勤務,半 導体やレーザーの研究に従事し数々の特

許を得 る。

1960年 に チャールズ ・タウンズ博士(レ ーザーの発明でノーベ

ル賞受賞)と 共にカンタム ・サイエンス社を設立,現 在にいた

る。

◇QuantumScience社 の概要 ◇

QuantumScience社 は コ ン ピ ュー タ ・メ ・・一力 の企 業 戦 略 に 関

す る調 査 レポ ー トの提 供,ロ ンサ ル テ ー シ ョ ンを行 っ て い た

が,そ の 後 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス業 界,ユ ーザ 分 野 に も,マ

ル チ ・ク ライ ア ン ト ・ス タデ ィと して サ ー ビ ス を拡 張 した 。 こ

の 他 カス タ ム ・ス タ デ ィと して の調 査,コ ンサ ル テ ィン グ も行

って お り,米 国 の 連 邦 通信 委 員会(FCC)も か つ て調 査 を委

託 した こ とが あ る。

最 近 で は ヨー ロ ッパ の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 協 会 が,ヨ ー ロ

ッパ に お け る コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス業 の動 向 に つい て,同 社

に調 査 を委 託 して い る。
、 ρ

一一30一



●

ノ1PI)ECジt－ ナ ル

*情 報処理研修センター 昭和53年 度上期研修講座のご案内*

クラス
番 号

コ ー ス 名 定員 期 間 研修料

SS781 SE養 成 短 期 30名 53・5・9～53・9・7 毎 週2日
、泊8日 間 28万 円

MM781 情 報処理 部 門管理 者の ため のマ ネ
ジメ ン ト 15名

53・6・12～53・6・16

53・7・3～53・7・7
一 一.『 一 ・

毎

2週 間 8万 川

MR781 マ ネ ジ メ ン ト ・ リ サ ー チ 20名

罰
53・5・12～53・12・15 週 金 曜

、,卜301{聞
'}「 ・.

25万lll

MS781
ビ ジ ネ ス マ ン の た め の マ ネ ジ メ ン

ト ・サ イ エ ン ス 20名 53・6・12～53・6・23

-‥ 、 ・.

2 週 間

.　 }-「-

8万lll

MP781 中 ・長期経営計画 モデルの実際 20名 53・5・15～53・5・19 周 間
}

・..--

週 間

5万 円

OT781
市場 調.査 と販売促進 のためのOR
手 法 20名

「 『 〉A」一 一 一ＴA

53・6・19～53・6・23

-}

・ ・ 『}一}

5万 川

OM781
ORを 活 川 した 市」易・調 査1と販売イ超
過 の実際 20名

1

1
-‥ ‥-

4
.--

1

1

53・9・4～53・9・7

一

日 間 4万 円

TO781 オ ン ライ ン ・システム設計(基 礎) 20名 53・6・5～53・6・9 週 間 5万 円

TO782 オ ン ライン ・システム設計(実 務) 20名

.一一・

53・7・3～53・7・7

・

週 間 5万Ill

TS783 効果的 なソフ トウェア開発技法 20名 54・2・19～54・2・23 1週 間 5万 円

TS784
管 理 者 のための ソフ トウ ェア開 発管
理手法 15名 53・9・12～53・9・14 311問 3万 円

HM781 マ イ ク ロ ・ プ ロ セ ッ サ 20名 53・6・5～53・ ・7・3
毎 週2日
計9日 間 8万 円

HM782 マ イ ク ロ ・ プ ロ セ ッ サ 20名 53・8・21～53・8・31 9日 間 8万 円

DB781 デ ー タ ベ ー ス ・テ ク ノ ロ ジ ー を 使
っ た 効 果 的 な シ ス テ ム 設 計 事 例 20名 53・6・19～53・6・23 1週 間 5万 円

AC781 システム監査の手法 とその活用 20名

「-W}　 .「「一 一

53・10・2～53・10・6 1週 間

一

7万 円

XE781 ↑糟 。駕撃塑u芦 ぷ 紺) 30名 53・4・14～53・9・29 夜 間毎週2回
計42回

6万 円

XS781 情 報 処 理 技 者 中 級術(
旧 ソフ トウェア ・エ ン ジニ ア) 30名 53・4・14～53・9・29 夜間毎週2匡1」

計42回
6万 円

XM781 経 営 数 学 入 門 30名 53・5・9～53・9◆8 夜間毎週2回計
32回 4.5万 円

注1)研 修料には一切の教材費を含み ます。

注2)研 修期間の1週 間 とは月曜 日から金曜日までの5日 間の ことです。

注3)昼 間 コースの研修時間は9:30～16:30で す。

注4)夜 間 コースの研修時間は18:00～20:00で す。

応 募 方 法

申込方法:当 セ ンター所定 の受講 申込 書(別 途 ご請求 ください)に 必要事項 をお書 きの上 ,郵 送 また

は ご持 参 ください。'

締 切期 日:各 コー スと も開講 日の1週 間 前 まで にお申込 み くだ さい。申込み 多数の場合 は受 付 を先着

順 に定 員 に達 し次 第随 時締 切 らせ ていただ くこ とがあ ります。 どうぞお早 目に ご応募下 さ

い ます ようお願 い申 し上 げ ます。

申込 み ・問 い合 わせ先

本件 に関 す るお申込み お問 い合 わせば下記宛 にお願い いた します。

〒105東 京 都港 区浜松町2-4-1世 界貿 易セ ンター ピル7階

(財)日 本情報処理 開発協 会 情報処理 研修 セ ンター教務 課 電 話03(435)6513・6514
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・会 員サ ロ ン

中小 企業 の情 報 化 をめざして

株式会社 神奈川経 営計算 セ ンター

代表取締役 高 木 洋 一

エ

株式会社神奈川経営計算センターは中小企業とオンラ

インネットワークを結び各種の計算業務を行 う と同 時

に,K・MAC会(ケ ーマック会)を 組織し,公 認会計

士,税 理士,中 小企業診断上,技 術士,司 法書士その他

自由職業人より経営診断を行い,利 益向上を実現 させる

ことを目的としたユニークな会社であ ります。

当社の業務を紹介させて頂 きますと

1.計 算処理業務

予算管理月報,部 門別管理月報,債 権債務管理月報,給

与計算システム,社 会保険システム,建 設業システム,

ガソリンスタン ドシステム,そ の他諸管理の計算処理業

務

2.経 営コンサルタント業務

3.労 働保険事務組合による労働保険業務

その他各企業の経営診断を行うK・MAC会 を組織し

企業におけるコンピューターの利用法の研究,研 修セ ミ

ナーの実施,シ ステムの普及促進,企 業業務改善の共同

研究を行ってお ります。

当社がコンピューターを導入 したのはそんなに古 くか

らではな く,昭 和47年 に ミニコンピュータを2台 導入し

一般経理業務を主体的に行 ってお りました。しかし中小

企業の業務改善の要望は強 く当社もその要望に沿 うよう

5年 もの間努力を積み重ね,昭 和52年1月 にオフィスコ

ンピュ'一夕ー-1台 を導入し,よ うや く中小企業の導入条

件に合 うような(月 額 リース料6万 円)価 格と各種の業

務システムの充実を図り,昭 和53年2月 より,川 崎市の

スーパーを初めとして製造業,ガ ソリンスタン ド,フ ェ

リーサービスと年内には10社 位のオンライン加入企業を

目標 として努力してお ります。

中小商工業の問題点は

① 収益性が悪いということである

その要因は主 として借入金過多と人件費が高いか らと

いうことにな る。

② 下請企業再編成の動 きである

ひとつは親企業による内製化の進行であり,も う一つ

は発注量の変更による同業下請間の競争関係の変更で

ある。

③ 構造的転換期における中小企業対応の問題である

業界は量か ら質への時代に突入し低原価 高品質の転

換を迫 られ製品開発,技 術革新の必要性が大きくなっ

て くる。しか も専属下請の低下傾向に対処して,自 ら

市場を開拓し経営を維持する努力が要請 される。

④ 企業金融の問題である

現在は 「金融緩和下の資金繰 り難」 といわれている。

戦後過去5回 訪れた不況からの脱出時には,景 気がV

字型の回復をしナこので金融機関では先を見 通 して 結

構,救 済的融資をしてきた面があったが,長 期不況の

ナこめ担保余力が限界にきている赤字企業の場合には先

行き見通し難から,か な り厳しい選別融資が行われる

可能性が強いと思われる。

中小商工業の対応策は

① 発想の転換 と消費者ニーズの把握

大量生産一大量販売一大量消費という時代は終 りをつ

げたので,こ こへ きて発想の転換が必要になる。つま

り物ができたからそれをどうやって売ろうか とい う発

想から,消 費者は何を考えどのように動いているかを

見 きわめ,そ こから売 るものを逆に選択して作るよう

にすることである。
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② 知識集約化への移行

同 じ品物でも価値の高い方へ特化することである。

③ 自己資本の先実

金利負担を少な くするために長期低利の資金に切 りか

えるとか不稼働資金を処分する等の方策のほか,売 掛

金,受 取手形,在 庫の適正化について再検討し,総 資

本の圧縮をはかること等により,借 入金を漸次少な く

する。

④ 人材の養成または確保

人は企業経営に とって,も っとも重要な要素である。

従業員の能力開発は 、生 きがし＼ 、働 らきがい、につ

ながる。そこで経営者は従業員のすべてを知ることに

心がけることが大切である。

⑤ 徹底的な消費者指向

あらゆる商品が消費者の一人一人の生活に即 して,そ

の必要性が吟味 されている。

⑥ 専門化,チ ェーン化の推進

小回りが効 くとい う利点を生かした専門化,チ ェーン

化をはかるとともに,サ ービスの充実につ とめる。専

門店 とは限定された顧客層を対象に高度化,多 様化,

個性化を満たすような商品構成,レ イアウト,サ ービ

スが一体化し環境の変化に敏速に対応できる小売店で

あるといわれている。

⑦ 成長分野に資金,人 材を投入

不採算部門から徐々に撤退 し,成 長分野に資金や人材

を投入 してい く。

⑧ マ トをしぼったマーケッティング

情報の収集,分 析を強化して,消 費者を年令,所 得,

性別,体 格等で細分化し,店 の商品構成にマ トをしぼ

る。

以上昨今,中 小企業をとりまく環境は,ま すます厳し

さの 度 を加えつつあ ります。 安定成長下 における,こ

れか らの企業の進むべき方向は 「量より質へ」重点を置

き換える必要があ ります。技術,ア イデアを重視してよ

り加工度の高い高級品,新 商品,新 技術の開発に力を入

れ,そ して成長性の高い分野に転換を図っていかなけれ

ばな りません。

中小企業が直面するこのような問題に関して当社は全

力 をあげて逡遽してゆかなければな りません。

特にコンピューター,マ ネージメン トの実現をめざす

事が我々の使命であ り,願 望であります。

一 投 稿 歓 迎'

、会員サロン
〉は当協会の賛助会員になって

いただいている皆様がた,相互の交流の場です。

原稿の内容は自由です。会員各社の方々のご

投稿を歓迎いtし ます。原稿の長 さは400字 詰
し

め原稿用紙7～8枚 です。掲載分にはお礼をさ

しあげます。
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"VIST -H
,N"ラ インプ リンタによる図表作成 システム

提供 ソフ トウエアの紹介(3)

当協会の開発しナこソフ トウェアのなかから今号では"VISH-H,N"VIST(ラ インプリンタに

よる図表作成システム)を とりあげその概要をご紹介します。

VIST(VlsualizedSTatisticalmapandtable)シ ス

テムは,統 計 データをコンピュー タに入 力す ることに よ

り,可 視的,直 観 的に認識 で きる地図 または図表 をライ

ンプ リンタに出力 す るシステムです。

〉 この シ ステ ムの特 徴 お よび効果 は

1.FORTRAN言 語(JIS7000相 当)を ベースに

しているので,そ の水準のコンパイラを持つ機種で

あれば比較的容易に利用可能です。

2.地 図形式 と図表形式の2通 りの出力形式により,

統計データを様々な角度か ら分析できます。

→

→

3.標 準的な地図として日本地図,各 地区別図,主 要

都市図等が用意 されています。

4.パ ラメータの記述方法が簡単ですので,誰 でも容

易に利用で きます。

〉このシステムの使用可能機種は

HITAC-8300以 上,ACOSシ リーズ77NEAC

シ ス テム600/700で す 。

〉 このシステムによ り作成できる

地図,図 表の種類は

一 ・3否 一

㍊ 譲 繍灘 磁 醸 忌総 懸,ミ

●

●分布図

(ConformantMap)

境界線で区切 られた各領域に

1つ の値を与え,そ の値に応じ

て各領域を多重印字により,濃

淡で分布状態を表わ す 地 図 で

㌶ 鷲 ξ鷲 指数な ㊤

●近似分布図

(ProximalMap)

領域内に観測点を数点 とり,

各観測点に一つの値を与 え,そ

の値に応 じてシステムが観測点

間の距離により,近 似的な境界

線(領 域)を 推定して,分 布図

の場合 と同様に各領域を多重印

字により,濃 淡で分布状態を表

わす地図です。交通量,降 雨量

等を描 くのに用います。

.義 一.
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●

●等高線図

(ContourMap)

領域内および領域の近辺に観

測点を数点とり,そ の各観測点

に値を与え,そ の値 と観測点間

の距離に応 じて,そ の間の値を

推定し,等 高線状に塗 り分けて

表わす地図です。地価分布,気

温 ・気圧分布等を描 くときに用

います。

●棒図表

×××　

目

盛
)× ××

↑

×××

× ××

×××

→

ある事柄や事象の集まりの度数または累計等を棒図形式にて表わした図表で

す。棒図表には,垂 直棒図表,水 平棒図表の2通 りがあります。

aoala2a8a4

(測定項目)

(垂 直棒図表)

　

測

定ao

項
目al
)

a2

a3

a4

n

n

n

n

A

X
×
×

×

×
×

×
×
×
)盛目

×
×
×
(↓

×
×
×

(水 平棒図表)

●折れ線図表

最大4つ の事柄を折れ線にて表わした図表です。 この

図表は,単 純指数平滑法,単 純移動平均法を用いて,予

測曲線を表わす ことがで きます。

×××

　

目 ×××

盛
　

↑ ×××

×××

大
、
、

〉・
、.寸 、 ×ヘ ノ へ
、十
、/十

× 、㍉十'

/＼
X×

/×

aoala・a・a・a・(測 定 項 目
、

〉 このシステムの処理の流れは

①OUTPUTパ ラメータを解析し;作 成すべ き地図ま

たは図表の判断をします。.

② 地図を作成する場合,「 地図情報の設定」ブロック

では,地 図作成に必要なすべての情報を設定します。

地図には3つ の種類があ りますが,そ れぞれ独立し

たブロックで作成します。

③ 地図作成のブロックは,そ れぞれ 「分布図作成」 ブ

ロック,「 近似分布作成」ブロック,「 等 高 線 図 作

成」ブロックから成 り立 っています。

④ 図表を作成する場合,「 図表情報の設定」ブロック

では,図 表作成に必要なすべての情報を設定します。
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始 め

OUTPUTカ ー ド

の読み 込み

地図か図表か

地図

の

地図情報の設定

図表

②
OU・2乏情 報の設定

④

地 図 の 種 類1

「の

分布図

分 布図作成

i
L._.

NEXTOUT

近似分布図 等高線図

布図作成 等 高線図{'}城 亨『備

1.一

⑥

痕.ll'{棒図 表

図表 の種類は

⑤

亨直1奉図表作'戊

1水 平・棒図 表

水 ・び棒図 、友wソ戎

折れ線図表

折れ線図表作成

σ

1

¶

制御 パラメータは

ND

終 り

図表には3つ の種類がありますが,そ れぞれ

独立したブロックで作成します。

⑤ 図表作成ブロックは,そ れぞれ 「垂直棒図表

作成」ブロック,「水平棒図表作成」ブロック,

「折れ線図表作成」ブロックか ら成 り立ってい

ます。

⑥ 地図または図表を作成した後に連続作成処理

の情報がある場合①～⑤繰 り返 し処 理 さ れ ま

す。

〉パラメータの機能は

図表作成において,そ れぞれ次の機能があ りま

す。

O地 図作成における機能

{1}地 図の濃淡による塗 り分 けに関する機能

(2)地 図の出力対象範囲の縮尺に関する機能

{3}地 図の修飾に関する機能

O図 表作成における機能

{1}図 表の目盛,基 線の自在指定の機能

② 統計解析処理の機能

これらの機能は,パ ラメータの指定により簡単

に行 うことができます。

項u パラメータ名称 パ.ラ メ 一 夕 の 機 能

作
成制
処御
理にパ
の関 ラ
す メ

る1
タ・

OUTPUT

出力する図表(地 図 一分布図 ・近似分布 図 ・等高線図,

図表 一水、F棒図表 ・垂直棒図表 ・折れ線図 表)の 種類

を指定する

NEXTOUT
、
図 表作成処理の続 行を指定す る

一

END 図 表作成処理の終了を指定す る

地

図
作

成
処
理
に

関
す

る
パ

ラ
メ

ー

タ

LEVEL 濃淡による

塗り分けに

関するもの

レベ ルの数 を指定する

VALUERANGE 妓夫値,最 小値 を指定す る

VALUEINTERVAL 各 レベル間の境界値 を指定する

EXTREME 地図の出力
対象範囲お
よび縮尺に
関するもの

ソース ・マップか らの出力対象範囲を指定する

SIZE ラインプリンタ用紙}ζ出力す る大きさを指定する ・

VALUEINVALID 代表値データまたは観測値 データのデータ・チェックを指定する

TITLE タイ トル表示を指定す る

LEGENDS 地図中の凡例を指定する

OUTLIN⑥ 領域 データを定義 する
、

DATAPOINT 観測点 データを定養する

VALUE. 代表 値データまたは観測値データを定義する

図
表 関
作す

成 る
処バ
理 う
に メ

1
タ

GRAPH 基線,目 盛などを指定する

.ROUTINE 統計解析処理を指定する

TABLELITER心 データ表のデータ項目名称を指定す る

VALUEINVALID 統計 データのデータ ・チェックを指定する

TITLE タイ トル表示 を指 定する

DATA 統計データを定義す る
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〉使 用 例 は

●分布図の例 この分布図は関東地方の人 口密度を表わした ものです
。
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お問い合せについて 当システムの詳しい内容または他

のソフ トウェア等につ きましては下記までご連絡 くださ

い。 当協会開発部 ソフトウェア普及担当

電話(03)434-8211内 線205
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JIPDECだ よ
(ジ プ デ ッ ク)

り

◇昭和52年度第3回 理事会開催

さる3月16日 開催された理事会において,昭 和53年 度

の事業計画,予 算および組織の改正等が承認 された。

なお役員の 任期満了 にともない会長 には上野幸七氏

(元通商産業事務次官)が 選任された。

長

長

事

会

醐

余

割

常

〃

会 長

副 会 長

専務理事

常務理事

〃

植村甲午郎 退任(昭 和53年3月31日 付)

山内 二郎 〃(

櫛 睾 政司 〃(

浦島 敏弘 〃(

上野 幸七

斎藤 有

手島 篤二

吉野元之助

山村 賛平

〃)

〃)

〃)

新任(昭 和53年4月1日 付)

再任(

〃(

〃(

新 任(

〃

〃

〃

〃

◇NCC'78参 加と米国情報産業視察団募集

)

)

)

)

当協会 では アメ リカ大使館の後援,米 国情報処理学会

(AFIPS)の 協 力 を得 て6月5日 か らロスアンゼル

ス郊外,ア ナハイムで開かれ る'78NCC(National

ComputerConference)へ の 参加 と米 国情報処理企業の

視察 を中心 とした海外視察団の団員を募 集してい る。

視察団 の参加要項

●期 間6月3日 ～19日(17日 間)

●定 員15名

●参加 費用830,000円

● 申込締 切5月10日

● 申込み,問 合せ先

電話434-8211内 線457へ

◇ 第3回 シンポ ジウム開催

本 年度第3回 の情報処理 に関す るシンポジ ウムは3月

23日(木),機 械 振興会館6階66号 室 で開催 されi。 テ

ー マは 、オ ンライン情報処理サ ービスについ て、 で参加

者は約60名 で あった。

◇映画「コ ンピュ一白タのあゆみ」NHK教 育TVか ら放映

当協会 が昭和51年 度に作成 した映 画 「コンビュー一夕の

あゆみ」(16%カ ラー26分)が3月4日 午 後9時30分 か

らのNHK教 育 テレ ビ番組 「高校通信講座」 で放映 され

ナこ。

この映画は計算の道具か ら出発 した コンピュー タがい

まや情報処理の道具 として社会のいナこる ところで活躍 し

てい るさまを描 いた もので第32回 東京都映画 コンクール

の産業教育部門で銀賞 を受賞 してい る。

◇第4回 賛助会員 例会開催

コン ピュータ ・サービス,装 置,コ ミニケーシ ョン,

利 用動向等 に関する米 国の著名 な調査会社 であるQua-

ntumScience社 のMirekJ.Stevenson社 長 を講 師に

迎 え,第4回 賛助会員例会を開催 した。

日 時 昭和53年2月24日(金)午 後2時 ～4時

場 所 機械振興 会館

テ ー マ 米 国にお けるコン ピュー タ戦略

参 加 者 約80名

なお,こ の講 演の一部 は 「米 国にお けるター ミナル市

場 の動向」 と して本誌26ペ ー ジに掲載 してい る。

◇第2回 コン ピュー タ ・トップセ ミナー開催

第2回 コン ピュータ ・トップセ ミナーを次の よ うに開

催 した。

期 日:昭 和53年1月24日 ～26日(3日 間)

会 場:芝 パークホテル

参加 者:20省 庁 管理職20名

◇ 「1977年 版 コ ンピュータ白書」発行

当協会では昨年暮'77年 版 コンピュー タ白書 をま とめ

発表 しナこ。

同白書 は刊 行以来,今 回で12冊 め にあtり,「80年 代

の発展のために」 とい う副 題がっいてい る。 内容は第 一

部の 「総論」以下,「 情報産業の動向」「情報産業政策 」

「コンピュータ利用 の現況」 「コンピュー タ適用 業務 の

具体例」 「金融業における第2次 オ ンライン ・ シ ス テ

ム」,資 料 「コンピュータ利用状況お よびオ ンライン化

調査集計表」の8部 で構成 している。
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報告書のご案内
◇51年 度報告書

◆

情報処理 の分散 と集中

海外の情報産業

経営 計画情報 システ ムに関 する調査研究(■)

総 合貿易情報 システム調査報告書(V)

国際 情報 ネ ッ トワークに関す る調査研究報 告書

オン ライン需要調査報告書

システム ・コス ト調査報告書

システム監査体制確立への道

機械工 業におけるマイ クロ ・プ ロセ 、.サの応用 一手引書 一

日本語情報処理 システムの研究開発

コン ビ。ユータ ・システムの評 価に関す る調査研究報告書

コン ヒ。ユー タ ・ネ ットワー クJIPNETの 研 究開発

ナ シ 。ナルTPBSの 開 発に関する研究

分 類 番 号

51-ROO1

51-ROO2

51-ROO4

51-ROO5

51-ROO8

51-ROO9

51-RO10

51-RO11

51-RO12

51-SOO1

51-SOO2

51-SOO3

51-SOO4

76情報化国際講演 ・討論会 新世代を迎えた情報処理技術 会議録

価格

在庫 な し

4,900※1

2,000※1

在 庫 な し

在庫な し

〃

3,200※1

1,800※1

3,200※2

4,000※2

禎 庫 な し

4,500※1

3,000※1

1,800

上記報告書の頒布は,コ ンピュー タ ・エージ社(電 話581-5201)※1
,お よ びエレク トロニクス ・ダイ ジ

ェス ト社(電 話434-8211内516)※2で も取扱 ってお ります
。

上記報告書の購入または閲覧 ご希 望の方 は普及課(電 話434-8211内 線535)ま で
。

i－㌫ 三 二=㌢ 言 言万㌫姦㌫ 三ζ霧論 る二 ㌃ 二㌫㌃這㌫ 二㌶ ∫「二ζ;ζ≡…i
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